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令和７年度 東京都立王子特別支援学校 研究のまとめ 

 

はじめに 

今年度で３年計画の研究の最終年となりました。これまでの研究の成果については次で説明を行いますが、今年度、本

校は現在の王子特別支援学校となって７年目を迎え、旧王子特別支援学校（高等部単独校）から創立６０周年の節目の

年を迎えました。現在の王子特別支援学校になり、最初の１年は研究活動を行わず、２年目から研究に取り組みました。新

学習指導要領の告示と同時期に新しい学校への合併が行われたため、遅ればせながら令和２年から新学習指導要領に

ついての研究となり、３年間は新学習指導要領の読み解きなどの作業を中心に行いました。その後、本研究テーマとなり、

授業作りを中心とした研究を進めてきました。新学習指導要領を基に、日々の授業をどのように展開し、授業改善を行うこ

とで、教員の授業力を向上し、学校全体の授業力を上げていき、児童・生徒が成長していくことを最大の目的として、本研

究をスタートしました。教員の異動も多く若手教員の割合も多くなっていく中で、授業力の向上については、今後も引き続き

取り組み続けていく必要があると考えています。 

 

１ これまでの研究の成果と課題及び本年度の研究の方向性 

（１）本校の研究経過 

（旧）王子特別支援学校（高等部普通科単独校）と王子第二特別支援学校（小学部・中学部）が合併、平成 31 年に

現在の王子特別支援学校（小学部・中学部・高等部普通科）として再編。本年で開校７年目。旧王子特別支援学校から

創立６０年となります。 

 

令和２年度の研究 

研究テーマ 「新学習指導要領に応じた学びの充実」 

～社会に開かれた教育課程の実現に向けた１２年間のシラバスの作成～ 

成果 ・学習指導要領の全面実施に合わせ、各段階の目標や指導内容についての文献研究 

・各教科で学習指導要領から内容構成表、単元配列表を作成 

 

令和３年度の研究 

研究テーマ 「新学習指導要領に応じた学びの充実」 

～社会に開かれた教育課程の実現に向けた１２年間のシラバスの作成 ２～ 

成果 ・昨年度の研究テーマを継続実施 

・学習指導要領についての文献研究 

・令和２年度作成の単元配列表の更新 

 

令和４年度の研究 

研究テーマ 「知的障害小・中・高一貫校における教育的対応を踏まえた授業づくり」 

～王子の「一貫した教育課程」の構築に向けて～ 

成果 ・単元配列表を基に授業づくりを実施。 

・単元配列表を横に見て、全７段階のステップを意識した。 

 

 



作成資料【単元配列表】について（令和２年度、３年度作成） 

・具体的な指導領域と内容の整理を行った。 

・単元の位置付けと段階の具体的指導内容を明確化した。（全７段階の指導内容が分かる表にした） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の読み解きを全教職員で取り組むことができました。また、学習内容について単元配列表を作成しまし

た。一方で、具体的な授業内容の取り組みや改善、実態に応じた学習内容の工夫など日々の授業の充実について、今後

取り組む必要が課題として見えてきました。 

 

（２）本研究の方向性 

令和 5 年度からの研究 

研究テーマ（3 年計画） 

「個に応じた確かな学び 12 年間をつなぐ授業実践～個別最適な学びと協働的な学びを通して～」 

令和 5 年度 

 

国語算数数学自立活動 

朝のモジュールとコマの授業づくり授業改善を行う。モデル事例を検証していく。 

令和 6 年度 

 

「伝え合い学び合う」 国語、職業 

自立活動の要素を取り入れた協働的な学びを目指した授業づくり。 

令和 7 年度 

（本年度） 

 

カリキュラムマネジメントの視点で、年間指導内容の整理を行う。 

 

研究テーマ「個に応じた確かな学び 12 年間をつなぐ授業実践～個別最適な学びと協働的な学びを通して～」 

３年計画で実施。今年度は最終年３年次となりました。 

本研究テーマは令和の日本型教育として中央教育審議会答申より、“個別最適な学びと協働的な学び”が示されたこ

とを受けて、特別支援学校での取り組みを行っていく必要があると考え設定しました。これは新型コロナウイルス感染症と

いう学校現場を大きく変えた未曾有の時期に、ＩＣＴの急速な普及や教育内容の大きな変化により児童・生徒が学び続け

られる環境を維持、さらには向上していくために“誰一人取り残さない”教育を目指して出されました。この“誰一人取り残

さない”というキーワードは、特別支援学校で欠かせないことであり、現在の取り組みを見直すことや今後新たに取り組ん

でいく必要が多くあると考えました。“個別最適な学び”については、以前から特別支援学校で大切にしてきた「個に応じ

た指導」にも通じる考え方です。これは、特別支援学校で得意な視点であるが、改めて取り組めているか見直すことが必



要であると考ました。また、「協働的な学び」については、特に知的障害特別支援学校では弱点とする内容であるが、協働

的な学びについて進めていくことで、思考・判断・表現の充実に繋がると考えて取り組んできました。また、本校は小学部・

中学部・高等部があり１２年間の学びについて考えていくことも欠かせません。学習指導要領に基づきながら１２年間の授

業を繋げていく視点をもちながら本研究テーマを設定し、取り組んできました。 

１年次は、全学部で国語、算数、数学の教科指導で実践することにしました。また、研究テーマ１年次ということで、分科

会を学年単位を基本にしました。 

個別最適な学びとは何か。協働的な学びとは何か。協議をすることから始め、授業づくりに取り組みました。授業づくりを

進めていく中で、協働的な学びについては難しく、教員間でも捉え方に違いがありました。そこで“協働”をどのように考え

るか、分科会ごとに全教員で協議を行いました。その中で“協働”は、児童・生徒同士だけでなく、教員との関係も含まれる

こと、また発達段階に応じて“協働”できる相手や人数が違うのではないか、という意見が出てきました。協議の記録より、

本校で考える「協働的な学びのステップ（仮）」を作成しました。協働的な学びの前段階として“対物”の段階が必ず存在

し、その段階を経て協働的な学びに向かっていくという考え方としました。 

また、個別最適な学びについては、本校で考える個別最適な学びを「自立活動の視点」でとらえることにしました。個別

最適な学びとは、特別支援教育で以前から大切にしてきた“個に応じた”指導にも通じる考え方です。個に応じた指導は、

特別支援学校で得意とする部分ですが、今一度、授業の中で実践できているのか、工夫や取り組みについて考えました。 

１年次の取り組みの中で、課題として明確になったこととして、 

 

・個別最適な学びの観点として自立活動の視点を取り入れたが、実際に授業に落とし込む部分が弱かった。 

・協働的な学びは知的障害教育の中で課題である。（令和 5 年度講師：中西郁氏より） 

 

研究テーマ２年次として取り組むにあたり、大きく変えた点として、サブテーマとして「伝え合い学び合う」を設定しまし

た。また、個別最適な学びの観点として自立活動をベースとした授業作りをより充実できるようにしました。また、協働的な

学びの観点として、授業の中に“しかけ”を組み込むようにしました。さらに、分科会の単位を学年から縦割りでの構成と

し、取り組む教科を国語と職業としました。これらは、１年次の研究を受けて今までのように知識・技能を中心とした授業だ

けでなく、どのように学ぶのか“学び方”に注目をしながら、思考・判断・表現を意識し、より主体的に学びに向かう態度を

深めていく実践に取り組んでいくことが必要であることから、２年次のサブテーマとして「伝え合い学び合う」を設定しまし

た。“伝え合い”はコミュニケーション、“学び合う”は思考・判断を深め、教師や友達とのやり取りを増やしていき主体的に

学びに向かう授業を目指しました。また、２年次より小学部国語分科会、中学部高等部国語分科会、中学部高等部職業分

科会の大きく３つの分科会編成での教科指導の中で本研究に取り組むことにしました。 

2 年次では、個別最適な学びについて、各授業の中で個々に応じた手立てや配慮ができているのかどうか、また、取り

組んできた手立てや配慮が自立活動のどの部分なのか、逆引きの考え方で実践を改めて整理していくこと、また ICT の

活用などを含めて実践していくこととしました。 

協働的な学びについては、１年目の研究で知的障害教育の弱点であることがわかりました。協働的な学びについては、

すべての授業において意識して取り組んでいくために、協働的な学びの「ステップ」と「しかけ」をより意識し、実践に取り

組んでいくことにしました。 

 

3 年次での研究は、２年次の研究を引き続き充実させていけるよう取り組みました。サブテーマ「伝え合い学び合う」を

継続し、分科会の構成や教科も継続しました。また、今年度は３年計画の最終年になるため、これまでの研究で取り組んで

きたことを、全教員が自身の授業改善に生かし、授業力を向上させることを大きな目標としました。各分科会で取り上げた



授業事例について、他の教員が具体的な教材をもってきてアドバイスを行うことで、より自分事として考えることができるよ

うな協議を目指しました。また、多くの教員の異動や若手教員の増加も考え、２年次の研究で取り組んだことを充実させる

ことができるようにしました。今年度の研究の最後には、全教職員が自身の授業の改善案を考え、ワークシートにまとめま

した。３年間繰り返し取り組んできた、個別最適な学びと協働的な学びについて再認識して実践について考えました。 

３年間継続して取り組んだこととして 

・共通の授業シートを使って授業づくり授業改善を行った。 

・協働的な学びのステップを意識した授業に取り組んだ。 

・個別最適な学びの観点として自立活動をベースとした授業づくりを行った。 

継続して取り組むことで、授業作りの観点を共通認識しながら進めることができ、個別最適な学びと協働的な学びを往

還的に取り組んでいくことで、よりよい授業作り授業改善に取り組んでいくよう校内研究を進めていくことにしました。 

 

（３）研究仮説 

個別最適な学びと協働的な学びが一体的に充実することで確かな学びが促され目指す姿が実現できるのではないか。

個別最適な学びと協働的な学びを効果的に設定し、ねらいを明確にした授業実践を行うことで、児童・生徒の“わかる、で

きた”（確かな学び）が積み重なり「目指す姿」を実現できる。このような授業実践・改善を繰り返すことで仮説の検証につ

ながる。 

 

（４）研究の目的 

・自立活動をベースとした授業づくりを実践する。 

・自立活動をベースにした上で「伝え合い学び合う」協働的な学びの授業実践をする。 

・「目指す姿」と「単元事例一覧表」を活用した授業づくりの方法と評価改善を明確にする。 

・学部間のつながりが見え、一貫性、系統性、発展性のある指導を行う。 

 

（５）研究の方法 

研究の目的を達成するための研究方法として以下のように実施しました。 

・国語と職業の教科指導の中で、研究を進める。 

・「目指す姿」※１「単元事例一覧」※２を活用しながら授業シートを作成する。（１２年間をつなぐ） 

・自立活動の項目から実態把握を行い、自立活動のねらいを明確にする。 

・協働的な学びのステップを活用し、協働的な学びの段階を踏まえた「しかけ」を組み込んだ授業展開をつくる。（シス

テム作り） 

・授業の中で、やりとりの質や量を記録する。（プロセスの整理） 

・児童・生徒が思考したり判断したりしながら学んでいる場面を記録する。（エピソードの記録） 

※１ 昨年と今年度で作成 

※２ 令和 2 年度作成の単元配列表を令和 5 年度に再編成 

 

 

 

 

 

 



研究は分科会形式としました。全教職員が分科会に所属し、取り上げた事例について所属の教員全員で授業改善を図り

ます。分科会は、以下のように組織しました。 

 分科会の編成 

分科会１： 

小学部 

国語分科会 

①グループ（ステージⅢ-2 以上を中心とした研究グループ） 

②グループ（ステージⅢ-1 を中心とした研究グループ） 

③グループ（ステージⅡを中心とした研究グループ） 

④グループ（重度重複学級を中心とした研究グループ） 

本校外部専門員 

河村 智子氏 

分科会２： 

中学部高等部 

国語分科会 

１グループ 

２グループ（中学部高等部を均質に 2 グループに分ける） 

本校外部専門員 

磯部 裕子氏 

分科会３： 

中学部高等部 

職業分科会 

１グループ 

２グループ 

東京都就労支援 

アドバイザー 

藤田 誠氏 

 

（６）研究体制 

校務分掌組織、研究研修部研究推進部門を中心に学校研究の運営を進めました。研究の推進にあたって、川口短期

大学教授 井上昌士先生に指導・助言、各分科会講師の先生より、授業実践について改善等のアドバイスを受けるため、

年間数回の授業観察・助言を設定しました。 

研究全体 

川口短期大学教授 井上 昌士氏 

分科会１： 

小学部国語分科会 

分科会２： 

中学部高等部国語分科会 

分科会３： 

中学部高等部職業分科会 

本校外部専門員 

河村 智子氏 

本校外部専門員 

磯部 裕子氏 

東京都就労支援アドバイザー 

藤田 誠氏 

 

２ 今年度の取り組み・授業改善の取り組み 

（１）今年度の研究活動 

4 月 研究方針説明会 

・今年度の研究の方向性について説明 ・モデル事例の提示 

4 月 全校講師講演                     【研究テーマに関する基礎研究】 

・研究テーマを踏まえて自立活動についての講演会 

5 月 分科会の編成 

・小学部国語分科会―この中をさらに認知別に４つのグループに分ける 

・中学部高等部国語分科会―２つのグループに分ける（中学部と高等部を均質に分ける） 

・中学部高等部職業分科会―２つのグループに分ける 

6 月 分科会ごとに講演                   【研究テーマに関する基礎研究】 

・本校外部専門員 河村 智子氏（小学部国語分科会） 

・本校外部専門員 磯部 裕子氏（中学部高等部国語分科会） 

・東京都就労支援アドバイザー 藤田 誠氏（中学部高等部職業分科会） 

7 月 授業実践１                           【授業に関する研究】 

・各分科会ごとに授業実践の共有、協議 



7 月 夏季教材展示                              【教材研究】 

・全教員が 1 点以上の教材提出 

8 月 教材研修会                               【教材研究】 

・教材の活用方法を発表、展示 

・豊島区特別支援学級設置校に公開 

9 月 縦割り報告会１                          【１２年間の共有】 

学校全体を大きく２グループに分ける。小学部中学部高等部の教員を均等に分ける。各学部の授業を発

表。 

・1 学期に協議をした「目指す姿」について報告 

・１学期の授業実践について発表（５事例） 

・本校主幹より助言 

9 月 授業実践２                           【授業に関する研究】 

・各分科会ごとに 7 月の授業実践の改善案の発表 

9 月 

10 月 

分科会講師（河村智子氏、磯部裕子氏、藤田誠氏）による授業観察、助言 

 

10 月 授業実践３                           【授業に関する研究】 

・各分科会ごとに授業実践の共有、協議 

11 月 授業実践４                           【授業に関する研究】 

・各分科会ごとに 10 月の授業実践の改善案の発表 

12 月 川口短期大学教授 井上昌士氏による授業観察、助言 

12 月 分科会まとめ 

12 月 縦割り報告会２                          【１２年間の共有】 

学校全体を大きく２グループに分ける。小学部、中学部、高等部の教員を均等に分ける。各学部の授業を

発表。 

・２学期に取り組んだ授業づくり授業改善についての報告（５事例） 

１月 全国公開実践報告会 

川口短期大学教授 井上 昌士氏 

本校外部専門員  河村 智子氏 

本校外部専門員  磯部 裕子氏 

東京都就労支援アドバイザー 藤田 誠氏 

・授業公開  ・ポスター発表 

・分科会ごとに実践報告   ・講師講演助言 

・教材展示（全教員が１点以上教材を展示） 

２月 研究のまとめ発行 

 

 

 

 

 

 

 



（２）実践報告 

小学部国語分科会 

 

 

 

 

     
     
         

          

     
      

                        
    
                     
                         

      

             

    

             

                    

          

                   

                 

                             

                        

       
                
                       

                     

                            

                                

                              

                        

                   

                      

          

           
               

          

           
          
         
                        
                        
            

      

       

                     
                  

                     
               

      

        

                     
                      
   

                      



 

 

 

         
        

          
         
         
         
   

         
         
         

          
         
        

                  

                                    
        
                                    
      

                       

         

                     

            

      

      

              

                  

                       

          

           

      
             

           

                

             

             

                

               

                  

                     

                 

                 

                  

                   

                    

                         

                    

          

       

              

           

                   

                          

              

                                     

      

                      
                   
                  

       

                         
                    
              



 

 

 

 

 

 

中学部高等部国語分科会 

 

 

     

                         
                      

        

                         
                   

         

            

                       
                       
                

         

                          
                     

                           
                           
                         
                          

                           
                         
      

            

     
     
             

            

     
       

                             
                             
                             
                             
               

      

                 
             

    

                  

        

          

                

                   

          
                               
        

                              

       
                                
                     
                                



 

 

 

 

                     

                           
           

                           
                           
                       

                           
                   

  
                        
                           

             

              

                                    

                                    

                             

                           

          

           

                             
                               
         
              
              

    
               
                                 
           

             
           

                

                   

          

                    

                  

             

             

                               
             

                              
                   

                              
                           

                              
                     

                                

        

             
              
             
             
             
          

                
                 
                 
                
                 
             

        
        
        
        
        
     

                  

                                       
                    
                                        
                                          
                                   

                            

        

            
             
             
             
            
        

             
             
            
    

             
            
             

                  

                                         
                                          
                                        

      

                    

        

                        

        

                         

                    



 

 

 

 

 

中高職業分科会 

 

      

                    

              

                         

                        

                         

        

                   

       

                                   
                                   
                   
                                
                     
                             
                                  
            

                   

      

                                  
                                    
                                  
       
                                     
                                 
               

                  

                            

             

                         

                               

                              

                             

         
     

                                          

                                           

                                         

          

        
                                  

                                 

            

                                  

                                   

     
     
      

          

       

     

       

           

                          
                         
         

      

         



 

 

 

 

 

    

                        
                   
                           
          
                          
                   

                   

       
                     
                                    
        
                                  

         
                    
                                     
                 

                     

                          
                                  

                

                              

                      

          

  
               

    
   
    

                      

   
                        
                       

             

                    
            

                    
            

                    
               

          

             
           

           
         

        

             
           

             
            

             
         

              
              
     

             
   

             
       

             
               
               

                  

                                       
               
                                         
            

             
           

                  

                     

                 

                     

       

                

                

              

             



 

 

 

 

 

   
                     

                       

                         

                       

                      

                              

                                

                  

                         

                    

        

   
               

                                         

                      

                                 

                   

                       

                                       

                            

                       

        

   
               

                   

                             

                                    

     

                       

                           

        

   
                  

                      

              

                 

                 

                  

              

                

   
                  

                      

                           

                   

                                  

                                 

                 

        

   
                            

            

                             

 

                           

                   

   
                     

                        

                                    

                                          

                                  

                               

                               

         

      
      

            
               
              
       

                   

                  
                        

             
          
                       

                  
                      
                           

             
                        

         

     

                              

        

                             

                           

            

                        

                             



 

 

３ 考察  

本研究テーマに取り組み、大切にしたことが４点あります。１点目、学部ごとの目指す姿について協議をして授業作りに

取り組んだことです。小学部、中学部、高等部の各学部でどのような力を付けたいか、目指す姿について協議をすること

で、毎年協議が活発になり、より良い意見が出てきました。２点目は、共通の授業シートを使って協議の視点を統一して授

業作り授業改善を行ったことです。授業をよりよくするためにどうしたらよいか、全教職員が考えて協議を進めていくこと

で、より良い案が出てきて授業が良くなることを実感することができ、学校全体の授業力が向上したと言えます。３点目、思

考・判断・表現の充実を意識し、協働的な学びのステップを意識した授業に取り組んだことです。知識・技能に偏ることな

く、学び方に注目をして思考・判断・表現の充実を意識したことです。４点目、個別最適な学びの観点として自立活動をベ

ースにした授業作りに取り組んだことです。 

個別最適な学びの観点としての、自立活動において、今まで各教員が実践の中で意識せずに取り組み配慮してきたこ

とが、自立活動の考え方であったという逆引きの考えで整理していくことで明確にすることができました。自立活動の手立

てや配慮を整理することは、個々の児童・生徒の認知面だけでは捉えることが難しいような部分を、授業を展開する中で教

師の経験のようなものに頼って、何気なく配慮したり支援してきた部分を、「自立活動」という視点で説明し直し「言語化」

することができたと言えるのではないかと考えます。例えば、太田ステージⅢ-２程度の学習集団で国語の授業を実施して

いく際、認知的には文字を読んだりすることができる集団であっても、行動面でこだわりが強く、活動の順番に固執しがち

な児童生徒がいたり、見通しがもてないことでパニックになる児童・生徒がいるとします。その場合、順番を明確にするため

に、自立活動の区分、環境の把握の部分で順番を明確に提示したり、活動の手順を明確にするなどの配慮をすることで、

授業がスムーズに進行できるようになります。また、発語がない児童がいる場合、自立活動のコミュニケーションの区分で、

質問に答える際のカードを準備するなどの手立てによって活動に参加できるようになるわけです。このように、自立活動の

視点を明確にすることで、授業がスムーズに進行できるようになることを実践を通して理解することができました。また２年

間、国語と職業の授業づくり授業改善に取り組んできましたが、教科のねらいを達成させるための自立活動の視点である

ことも大切なポイントと言えます。また、教科指導を進めるにあたって、自立活動のどの区分が多かったかという傾向も整理

することができました。 

国語の授業では、コミュニケーションの区分を意識した授業が多くありました。また、心理的な安定の区分も多く、障害の

比較的重い児童・生徒は情緒面でも安定的に取り組むことが難しいことが多いこと、比較的理解の進んだ児童・生徒は周

りの人や環境に影響されることも多く、心理的な安定の配慮が大切であることが見えてきました。 

職業の授業では、人間関係の形成の区分を意識した授業が多くありました。環境の把握について、生徒の特性に応じた

環境の整備や手立ての工夫、手順の示し方などの取り組み方の提供について工夫することで主体的に進めていくことが

できることが分かりました。 

 

                  

              

                    

         

           

                 

                

                      
               
                       
                       
                  
                       
        



令和 6 年度 

国語 ・人間関係の形成 22.6％ 

・環境の把握  16.1％ 

・コミュニケーション 29.0％ 

職業 ・人間関係の形成 36.4％ 

・環境の把握   22.7％ 

・コミュニケーション 18.2％ 

 

令和 7 年度 

国語 ・人間関係の形成 20.9％ 

・環境の把握  13.9％ 

・コミュニケーション 39.5％ 

職業 ・人間関係の形成 33％ 

・環境の把握   34％ 

・コミュニケーション 33％ 

 

協働的な学びでは、意図的に「しかけ」を設定する授業を行うことで全授業で、やり取りの増加や、質の向上が見られま

した。この取り組みも２年間継続してきた為、分科会での協議場面でも“他者との関わり、協働的な学びをどのように広げ

ていけるか”という視点での意見が多く出て来るようになりました。協働的な学びを、児童・生徒の発達に合わせて捉えるこ

とで（協働的な学びのステップ）児童同士のやり取りを考えるだけでなく、大人とのやり取りや、同じ学習集団の中で友達

の様子を参照したりするような活動場面も見られました。教師が意図的計画的に発問をしたり、児童・生徒から出てきた意

見を視覚的に提示したり、発表の形を明確にするなどの工夫を行うことで、協働的な学びが促されていくことが分かりまし

た。 

協働的な学びのステップの「しかけ」の充実（令和６年授業シート「しかけ」より） 

ステップ１ ・物を介したやりとり場面を作る（貸して、どうぞ） 

・児童を手本にしてまねをする 

・教師の発問に対して具体物を選択する 

・挨拶をする 

・報告をする 

ステップ 

２－① 

２－② 

・役割あそびをする・具体物の受け渡しをする。（ください、どうぞ） 

・同じパターンでやり取りする（挨拶リレー） 

・授業のまとめをタブレット端末で共有する。 

・友達と一緒に音読をする 

・友達の評価を聞いたり発表する 

・分からない場面で友達に助けを求めたり、一緒に考える 

・フォーマットに沿って発表する。聞く人には観点を明確にして他者評価できるようにする。 

・他者の発表を聞いて、よかったことを検索してみる。 

・発表する 

ステップ３ ・発表を聞いて意見交換をする 

・音読する場面の分担を話し合いで決める 

・ロールプレイ ・互いに評価する 



協働的な学びのステップの「しかけ」の充実（令和７年授業シート「しかけ」より） 

ステップ１ ・教師と一緒に友達の顔を確認してからカードを渡すようにする。 

・目線を合わせて教師が手を挙げる手本を示しながら、名前を呼ぶ。 

・絵カードや発声、サインなどで要求できる場面を意図的に作る。 

・口形模倣や音声を手掛かりに発声する場面を増やす。 

・学習内容によって、どちらに取り組むか 2 択で選択させる。 

・絵カードを複数準備したりコミュニケーションブックを準備して伝える場面を多く設定する。 

・活動の終わりに「できました」カードを準備する。合わせて児童の好きなキャラクターカードを準

備する。 

ステップ 

２－① 

２－② 

・やり取りゲームで話し合いの形式を覚え、意見を出せるようにする。 

・「ふわふわ言葉のよさ」を他者に伝える方法を考えながら動画を作成する。 

・課題に合わせた映像や音を加えてイメージを膨らませ、意見を出しやすくする。 

・前に出て発表する場面をつくる。 

・ヒントを聞くタイミングを明確にするようにする。 

・意図的にダミーの選択肢を準備し、正しい物を「ください」と言えるようにする。 

・セリフを言う場面を明確にする。 

ステップ３ ・発表を聞いて意見交換をする 

・発表する際に気を付けることを明確にする。（声の大きさ、速さ、目線） 

・友達や先生の話のメモを取る。 

・友達の発表を聞いて、良かったところ、分からなかったところを伝える。 

 

これらの取り組みを通して、個別最適な学びの自立活動の視点と協働的な学びの意図的な「しかけ」を往還的に取り

組むことで「伝え合い学び合う」児童・生徒の様子が増えました。（エピソード記録より）令和６年度と令和７年度の授業シ

ートの記録を比較すると、令和７年度のエピソードが充実していることがわかりました。 

 

 

授業シートエピソード記録（令和 6 年） 

国語 

ステップ１ ・友達の発表に注目する様子が見られるようになった。 

・MT と目が合う児童が増えた。 

ステップ２ ・友達の発表に合わせて一緒に歌を歌う場面が見られた。 

・発表を聞いて評価するために、よく聞く姿勢が見られた。発表を聞きながら評価を考え

たりしている場面が見られた。 

・友達から「いいね」カードを貼ってもらい「やった」と喜ぶ姿が見られた。 

ステップ３ ・順番を忘れている生徒に声を掛ける場面があった。 

・司会や代役を生徒同士の話し合いで決めることができた。 

職業 

ステップ１ ・座席配置の工夫で、あいさつや発表に注目している生徒が増えた。 

・発声がすくない生徒が自分から「あー」と言いながらプレゼントを渡すことができた。 

・流れ作業にすることで役割を意識して、友達に手渡しする場面ができた。 

 



ステップ２ ・友達の発表を聞いて、違った仕事に興味をもてるようになった。 

ステップ３ ・実習の写真や動画を見て発表することで、友達の取り組みに興味をもってみようとする

ことができた。 

令和７年 

国語 

ステップ１ ・自分から報告をしたり、援助要求をしたりする場面が出てきた。 

・課題ができたら好きなカードを渡し賞賛することで、前向きに学習に取り組もうとする

様子が見られた。 

・休日の出来事を、コミュニケーションブックを使って伝えようとするようになった。 

・教師の肩をたたいて「ください」と欲しい物を要求することができてきた。 

・伝えようとする意欲が育ち、欲しい物を発声で伝えようとする様子が見られるようになっ

た。 

・学習場面で教員に答えを教えてほしい時に目線を向けてくるなど相手に意識が向くよ

うになってきた。 

・様々な場面で名前を呼ばれると丸マットに自分から立とうとすることができた。 

ステップ２ ・友達を意識してまねをしようとしたり、自分から正解ボタンを押そうとするなど、友達や

大人と関わりながら意欲的に活動に参加しようとする姿が見られるようになった。 

・日常生活の中で、友達に「ただいま」「おかえり」と自分から伝える姿が見られるように

なった。 

・ペアの友達を意識して、一緒に課題を達成させようとすることができた。 

・移動教室の体験を通して、自分の楽しかったことを選択肢から選んで文章を作る様子

が見られた。 

・２～3 人のグループでの話し合いの際に、友達から出た意見に対して「いいね」などの

反応が出て来るようなった。 

ステップ３ ・友達の意見に対して、相手を傷つけないように伝えようとしていた。 

・様々な意見が出る中で、読み手の解釈など多角的に考えようとしる様子が見られるよ

うになった。 

職業 

ステップ３ ・職業で取り組んできたことが日常生活、給食配膳、作業学習などでも作業効率を意識

する様子が見られるようになった。 

・大人との相談の中で、助言を受け入れることができた。 

 

４ 成果と課題  

３年間の取り組みを行ったことで、授業をより良くしてくための協議が進んでいき、多くのアイデアや実践例を交え名な

がら授業改善案を出していくことができるようになりました。このことが、全教員の授業に対する意識を変えていくことに繋

がり、学校全体の授業力が向上したと考えます。成果物は以下の通りです。 

 

・本校における個別最適な学びと協働的な学び 令和 5 年版 

・小学部中学部高等部「目指す姿」の作成 令和 7 年版 

・授業改善と実践の蓄積→20 事例 

・「授業づくりのコツ」の作成 



・「本校における協働的な学びのステップ」の作成 R7 版 

・実践から見えてきた「個別最適な学びと協働的な学びの授業づくりのヒント」の作成 R７版 

・3 年間の研究を受けて、授業実践振り返りシートの蓄積→200 事例 

・教材データの蓄積→400 点 

 

３年間の成果として授業改善の視点では、個別最適な学びとして取り組んだ個々への配慮や手立てが自立活動をベー

スにした授業であることを理解できるようになりました。そして、協働的な学びの観点として、「伝え合い学び合う」ための

「しかけ」を設定することで、知識・技能の一方的な授業ではなく、学び方に注目をし、思考・判断・表現を意識した授業展

開ができるようになりました。それに伴い、昨年の協議の記録と比較して思考・判断・表現の評価、また児童・生徒ができる

ようになったことのエピソードが大幅に増えました。 

これらは、継続して同じ視点での協議を重ねてきたことで、より良い案がでてくることを全教員が実感することができ、学

校全体の授業力の向上に繋がったと考えます。 

また１２年間の視点では、「単元事例一覧」を基に学習指導要領の段階や領域内容を意識することができたこと、研究

協議会を通して小学部、中学部、高等部の実践を見合う機会を作ることで１２年間の学びを考えることができたこと、さら

に学部ごとの「目指す姿」について毎年協議をすることで小学部、中学部、高等部の指導の繋がりを意識できるようになっ

たと言えます。 

個別最適な学びの観点として支援方法などの自立活動を意識した工夫や手立てを準備すること、協働的な学びの観点

として「しかけ」を意識することで思考・判断・表現などの児童生徒が“できるようになったこと”のエピソードが大幅に増え

たこと、これらは個別最適な学びと協働的な学びを往還することで一体的に充実した授業実践に取り組み「伝え合い学び

合う」児童・生徒の育成が実現したと言えます。 

 

今後の課題 

・自立活動を意識した教科指導について教育活動全般を通して、今後も続けて取り組む必要がある。 

・思考、判断、表現などの「しかけ」を意図的に設定した授業実践を取り組んでいく。 

・カリキュラムマネジメントの視点から、それぞれの教科ごとに系統的な年間授業内容一覧の作成を進めていく。 

 

以上の成果と課題を受け、本校がより一層充実した教育を提供できるように次の研究テーマへ繋げ、取り組んでいきま

す。 

 

５ 資料 

 



小学部・目指す姿（令和 7年度） 
 

知識・技能 
【学習】 

・数や読み書きの基礎を身に付ける 

・生活に必要な言葉を理解する（名詞、動作語、挨拶） 

【日常生活】 

・着替え排せつなどの身辺処理ができる 

・食具を使って食事ができる 

【集団参加】 

・注目して話を聞く 

【その他】 

・体の軸を作る（体幹） 

・手や体を沢山使う活動ができる 

・自他の区別ができる 

・目的地を理解して教室移動ができる（一人通学へ） 

思考・判断・表現 
【コミュニケーション】 

・伝える手段を身に付ける（言葉、サイン、カードなど） 

・助けてほしいという援助要求ができる 

・困っていることや要求、報告などの意思表示ができる 

・自分から周りに発信する 

・拒否が正しくできる 

【興味・関心】 

・好きな事や物を見付ける、増やす 

【その他】 

・自己選択、自己決定（部分的・意図的） 

・選択肢の中から選ぶことができる 

学びに向かう力、 

人間性等 

【他者との関わり】 

・一人でできることを増やす（教師の支援を少なく） 

・いろいろな人と一緒に活動する（担任から様々な大人や友達へ） 

・苦手なことも教師と一緒に活動できる 

・褒められることを励みにできる 

・活動に見通しをもち、落ち着いて過ごすことができる 

【学習に向かう姿勢】 

・最後まで活動をやりとげる 

・修正を受け入れられる 

・自分でやってみようという気持ちをもつ 

 

 

 

 

資料１ 



中学部・目指す姿（令和 7年度） 
 

知識・技能 
【学習】 

・読み書きができる 

・数の理解（日常の中で数を意識するようにする） 

【日常生活】 

・自分でできることは自分でやろうとする 

・挨拶や返事ができる 

・身だしなみを整えることができる 

・短い見通しの中で時間を意識しようとすることができる 

【集団参加】 

・ルールを理解し守ることができる 

【その他】 

・決められた場所に安全に移動ができる（一人通学へ） 

・自分で傘をさして歩ける 

思考・判断・表現 
【コミュニケーション】 

・報告、相談ができる 

・自分からすすんで伝えようとすることができる 

・自分の気持ちや考えを伝えようとすることができる 

【興味・関心】 

・好きな事の幅を広げる 

【その他】 

・イレギュラーな事を理解し受け入れる 

・自己選択、自己決定 

学びに向かう力、 

人間性等 

【他者との関わり】 

・支援する人を選ばない（いつでもどこでもだれとでも） 

・支援を嫌がらずに受け入れる 

・課題や活動に前向きに取り組める 

・気持ちや感情をコントロールしようとしたり、切り替える方法が

ある 

【学習に向かう姿勢】 

・姿勢を正して最後まで授業に参加できる 

・集団の中でMT に注目して活動ができる 

・間違いを修正できる 

 

 

 

  

 

 

 

資料１ 



高等部・目指す姿（令和 7年度） 
 

知識・技能 
【学習】 

・学習したことを日常の中で活用する（買い物、時計） 

・時間を見て行動することができる 

・道具やツールを使って課題を解決する 

・メモができる（聞きながら書くことができる） 

【日常生活】 

・生活習慣の確立（早寝早起き、適度な運動） 

・挨拶や返事を自分からできる（相手を見る） 

・場面に合った服装や言葉使い 

・自主自立へ向けた行動（自分のことは自分で、手伝い、買い物） 

【その他】 

・次の活動や時間を意識して自分から移動ができる 

・校内外で安全に移動する 

思考・判断・表現 
【コミュニケーション】 

・自分の気持ちや状況などを適切に伝えることができる 

・体調がわるいことを伝えることができる 

・困っていることを伝える 

【興味・関心】 

・好きなことや活動に、自分から取り組む 

・自分の好きな余暇の過ごし方がある 

【その他】 

・自信をもって取り組んだり、発表する 

・自己選択、自己決定 

・途中で活動を終えることができる 

・ルールやマナーを守り、自分で考えて行動する 

・自分の苦手なことが分かる 

・SNSなどのルールを知り、情報コントロールができる 

学びに向かう力、 

人間性等 

【他者との関わり】 

・仲間と協力して取り組むことができる 

・助言や支援を受け入れて修正ができる 

・課題や活動に前向きに取り組める 

【学習に向かう姿勢】 

・大きな集団の中で一斉指示を理解して活動する 

 

赤字  追加 

青字  同意見多数 

網掛け 他学部から 

資料１ 



個別最適な学びと協働的な学び 

個別最適な学び 協働的な学び 

【認知】 

・個別教材 

・プリント学習 

・タブレット端末を利用した学習 

・漢字検定など 

【日常生活】 

・着替え、荷物整理 

・排せつ 

・食事 

・通学指導 

【自立活動】 

・体の取り組み 

・手指を用いる課題 

・好きな感覚の利用と表出 

・コミュニケーション手段の確立 

【進路指導】 

・能力に適した進路の選択 

・働く場面に合わせた技能の習得 

【役割】 

・役割を設定した活動（司会進行など） 

・共同制作 

【伝える】 

・発表 

・伝え合う（コミュニケーション） 

【相互交渉】 

・順番 

・友達と一緒に活動 

・ルールのある活動（勝ち負けなど） 

・インタビュー、クイズ、ゲームなど 

【評価】 

・他者の答えを一緒に確認する 

・動画などで振り返りをし、共有する 

・友達からヒントをもらったり、話し合って答えを出す学習 

・チームで答えを出す学習 

・友達の発表や活動を、他の児童が評価する 

 

資料２ 



             記入者： 学部 年        

対象ケース： 学部 年                     ※ピンクを事前記入〆 

 

学部ごとの目指す姿                               

目
指
す
姿 

□ 

□ 

□ 

 

 

実
態
把
握 

アセスメント 

 

対象ケースの実態 

 

 

 

目指す姿を達成するために必要な自立活動の項目の選定 【個別最適な学びの観点】 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション 

実

態 

      

６

区

分

27

項

目 

□ (1)生活のリズム

や生活習慣の形成 

□(1)情緒の安定 □ (1)他者とのかか

わりの基礎 

□ (1)保有する感覚

の活用 

□(1)姿勢と運動・動

作の基本的技能 

□ (1)コミュニケー

ションの基礎的能力 

□ (2)病気の状態の

理解と生活管理 

□ (2)状況の理解と

変化への対応 

□ (2)他者の意図や

感情の理解 

□ (2)感覚や認知の特

性についての理解と対

応 

□(2)姿勢保持と運動・

動作の補助的手段 

□ (2)言語の受容と

表出 

□(3)身体各部の状態の理

解と生活環境の調整 

□ (3)障害による学

習上生活上の困難… 

□ (3)自己の理解と

行動の調整 

□ (3)感覚の補助及

び代行手段の活用 

□ (3)日常生活に必

要な基本動作 

□ (3)言語の形成と

活用 

□ (4)障害の特性の理

解と生活環境の調整 

 □ (4)集団への参加

の基礎 

□ (4)感覚を総合的

に活用した周囲の… 

□ (4)身体の移動能

力 

□ (4)コミュニケー

ション手段の選択と

活用 

□ (5)健康状態の維

持・改善 

  □(5)認知や行動の手掛か

りとなる概念の形成 

□ (5)作業に必要な

動作と円滑な遂行 

□ (5)状況に応じた

コミュ二ケーション 

 

 

項目を関連

付けた 

具体的な 

指導内容 

①  

 

②  

 

 

令和７年度授業シート 
資料３ 

４ 



 

国語、算数、数学の単元目標 

【  】     

 

学習指導要領の位置づけ（単元事例一覧より） 本時の時数 

  

 

授業名 

 

 

協働的な学びのステップ（昨年度作成資料より） 

ステップ 

 

教科の中で「伝え合い学び合う」しかけ(協働的な学びの観点) 

伝え合い（やり取り、コミュニケーション場面の設定） 

改善前 

 

改善後 

 

学び合う（思考・判断・表現する場面の設定） 

改善前 

 

改善後 

 

 

取り入れた ICT教材 

 

 

 

本時の展開（改善前）                          ※青を研究部が記録 

活動１  

ねらい 評価 

知識技能   

思考判断表現   

学びに向かう人間性等    

対象児の手立て・配慮（自立活動のポイント）→個別最適な学びの観点 

ポイント１ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

ポイント２ 手立て配慮  

 

関連する自立活動の区分と項目 

 



改善や協議のポイント（協議の際に記入） 

教材 支援方法 環境 

   

他者との関わりについての協議 【協働的な学びの観点】 

 

その他の記録 

活動２  

ねらい 評価 

知識技能   

思考判断表現   

学びに向かう人間性等    

対象児の手立て・配慮（自立活動のポイント）→個別最適な学びの観点 

ポイント１ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

ポイント２ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

改善や協議のポイント（協議の際に記入） 

教材 支援方法 環境 

   

他者との関わりについての協議 【協働的な学びの観点】 

 

その他の記録 

※ねらいに対して評価を〇（8割以上達成）、△（5～7割達成）、×（達成できない）で記入する 

※活動内容の項目は増やしてよい 

 

 

 

 

 

 

 



改善後の取り組み（※改善後記入）                     ※黄色を事前記入 

授業名 

 

 

本時の展開（改善後）                          ※青を研究部が記録 

活動１  

ねらい 評価 

知識技能   

思考判断表現   

学びに向かう人間性等    

対象児の手立て・配慮（自立活動のポイント）→個別最適な学びの観点 

ポイント１ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

ポイント２ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

協議を受けて改善したこと 

教材 支援方法 環境 

   

他者との関わり 

 

協議の記録 など 

 

活動２  

ねらい 評価 

知識技能   

思考判断表現   

学びに向かう人間性等    

対象児の手立て・配慮（自立活動のポイント）→個別最適な学びの観点 

ポイント１ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 

ポイント２ 手立て配慮 

 

関連する自立活動の区分と項目 

 



協議を受けて改善したこと 

教材 支援方法 環境 

   

他者との関わり 

 

協議の記録 など 

 

※ねらいに対して評価を〇（8割以上達成）、△（5～7割達成）、×（達成できない）で記入する 

 

 

 

伝え合い学び合う（やりとり場面や、思考する場面）エピソード ※学習全体への配慮事項※ 

 

 

獲得した確かな学び（※改善後記入） 

知識技能 思考判断表現 主体的に学びに向かう態度 

   

目指す姿の実現に向けた次のステップ         （※改善後記入） 

 

 

 

 
目指す姿の実現へ！ 



あ 

授業づくりのコツ～個別最適な学びと協働的な学びを意識した授業～ 
１ 実態把握 

 □ アセスメントの結果などを確認する。 

 

□ 個々やグループの指導の中で特に課題となることや、配慮が必要な点などを整理

する。 

 

２ 自立活動の課題と目標 ※特に配慮が必要な児童生徒についてなど、個別に作成 

 □ ６区分２７項目のどの部分が課題となるか確認する。（以下記入） 

□ 自立活動の目標を設定する。（以下記入） 

 １健康の保持 ２心理的な安定 ３人間関係の形成 ４環境の把握 ５身体の動き ６コミュニケーション  

実

態 

      

６

区

分

27

項

目 

□(1)生活のリズム

や生活習慣の形成 

□(1)情緒の安定 □(1)他者とのかか

わりの基礎 

□(1)保有する感覚

の活用 

□(1)姿勢と運動・

動作の基本的技能 

□(1)コミュニケー

ションの基礎的能力 

□(2)病気の状態の

理解と生活管理 

□(2)状況の理解と

変化への対応 

□(2)他者の意図や

感情の理解 

□(2)感覚や認知の特

性についての理解と対

応 

□(2)姿勢保持と運

動・動作の補助的手段 

□(2)言語の受容と

表出 

□(3)身体各部の状態の理

解と生活環境の調整 

□(3)障害による学

習上生活上の困難… 

□(3)自己の理解と

行動の調整 

□(3)感覚の補助及

び代行手段の活用 

□(3)日常生活に必

要な基本動作 

□(3)言語の形成と

活用 

□(4)障害の特性の理

解と生活環境の調整 

 □(4)集団への参加

の基礎 

□(4)感覚を総合的

に活用した周囲の… 

□(4)身体の移動能

力 

□(4)コミュニケー

ション手段の選択と

活用 

□(5)健康状態の維

持・改善 

  □(5)認知や行動の手掛か

りとなる概念の形成 

□(5)作業に必要な

動作と円滑な遂行 

□(5)状況に応じた

コミュ二ケーション 

自立活動の 

目標 

① 

 

② 

 

３ 単元目標の設定 

 □ 教科名（合わせた指導の場合関連する教科名） 

 

□ 単元の目標 

 

□ 学習指導要領の位置付け（段階・領域内容） 

 

□ 単元計画や授業時間 

 

資料４ 

４ 



４ 協働的な学びのしかけ 

 □ 協働的な学びのステップ（どの段階に該当するか以下に〇） 

   

 □ 活動の中に組み込む「しかけ」の設定を考える。 

・役割の設定 ・相互交渉場面の設定 ・型の導入 

・発問や発表場面の設定  

 

５ 活動の設定 

 □ 活動ごとにねらいを３つ程度立てる。（３観点） 

・ 

・ 

・ 

□ ねらいを達成させるために、どんな手だてや配慮が必要か。 

（自立活動の区分で考える。） 

 

６ 指導方法の工夫 

 □ 教材の工夫は？（集団全体と個別の工夫） 

 

□ 支援方法の工夫は？（一斉指示で取り組めるか、順番に活動するのか、その場合

の参加の工夫、役割の設定、発問計画、即時評価の方法、まとめや振り返りの設

定） 

 

□ 環境の工夫は？集中できるような座席配置、他者を意識できるような配置、児

童・生徒の関係性など、教材の提示や活動場所の工夫。 

 

□ 協働的な学びの工夫は？「しかけ」をどのように授業の中に組み込んだか。発表

の形式や、型の導入、しかけの設定など。 

 

□ ICT の活用 

７ 評価・改善 

 □ ねらいに対して（〇80％以上達成、△50～80％、×50％以下）で評価する。 

□ 協働的な学びの場面のエピソードなどを記録する。 

 

□ 上記１から順番に難しかった部分などを改善し授業を再度実施する。 

※本校研究会で使用している「授業シート」を基に作成した。 

ステップ１・身近な大人（担任） 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ２・友達（ペア～3人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ３・友達(小グループ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



協働的な学びのステップ（R６、R７） 

※どのステップにも、意図的な設定・型の導入・適切な教師の介入が必須 

 協働的な学びの段階 ※協働の前段階 対-物 活動名 

※R6実践から 

意識した自立活動の区分 

対-大人 対-子供 

ス

テ

ッ

プ

１ 

  「ピザをつくろう」（小１・国語） 

・絵カードやサインなどで要求を伝えるように設定する。 

・口形模倣や音声を手掛かりに、発声場面を増やす。 

・コミュニケーション 

・環境の把握 

「あおむしに食べ物をあげよう」（小３・国語） 

・やりたい活動を教師に伝える。 

・台詞やサインを取り入れることで、友達の活動に注目できるように

なる。 

・環境の把握 

・人間関係の形成 

 

「いろいろな動物を知ろう」（小４・国語） 

・「かして」「どうぞ」と伝える。 

・活動ができたらハイタッチをする。 

・伝えたい友達に「おいで」と声を掛けたり、写真カードで選ぶ。 

・心理的な安定 

・人間関係の形成 

・環境の把握 

・コミュニケーション 

「ポケットぽん」（小４・国語） 

・視線を合わせて手を挙げてから名前を呼ぶ。 

・友達の顔写真を、教師と一緒に確認してから渡す。 

・コミュニケーション 

・人間関係の形成 

・心理的な安定 

「職業について知ろう」（中１・職業） 

・授業のまとめでタブレットを用い、お互いに共有できるようにする。 

・挨拶リレーで友達に注目しやすい座席配置にする。 

・心理的な安定 

・人間関係の形成 

・環境の把握 

「軽作業に取り組もう」（高１・職業） 

・挨拶練習をする。 

・作業が終わったら報告する。 

・コミュニケーション 

・人間関係の形成 

身近な大人（担任） 

※人に従って活動 

※二項関係から三項関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他者の存在に気付く 
・一方的な要求をする 
・簡単なやり取り 

（言葉、動作、模倣など） 

資料５ 

４ 



ス

テ

ッ

プ

２

❘

① 

  

 

 

 

 

 

 

 「ももたろう」（小３・国語） 

・「ください」「どうぞ」「ありがとう」のやり取りをする。 

・ジェスチャーや鳴き声で役割を表現する。 

・コミュニケーション 

・人間関係の形成 

「てぶくろ」（小２・国語） 

・セリフを決めてやり取りのパターンを繰り返し取り組む。 

・児童に応じて役割を設定する。（花丸ボタンを押す） 

・人間関係の形成 

・コミュニケーション 

「話を聞こう」（小４・国語） 

・２人で協力して文字や文章を完成させる。 

・一緒に活動したい友達を写真カードから選ぶ。 

・人間関係の形成 

・環境の把握 

「文章を聞いて、話を読み取ろう」（中２・国語） 

・文章を発表したり、質問をする場面を作る。 

・文章に合うイラストのスライドをつなげて、全員で内容を読み取れ

るようにする。 

・コミュニケーション 

・人間関係の形成 

ス

テ

ッ

プ

２

❘

② 

  「助詞を使って文を作ろう」（小６・国語） 

・支援シートを活用して自分の考えを教師に伝える。 

・わからない時は教師や友達に聞いたり、一緒に考えたりする。 

・環境の把握 

・コミュニケーション 

 

「いつどこだれなにをする」（中２・国語） 

・みんなの前で書いた文章を発表する。 

・「よい発表の仕方」で「ゆっくり話す」など観点を明確にして他者評

価しやすくする。 

・人間関係の形成 

・コミュニケーション 

 

「検索名人になろう」（高２・国語） 

・友達と共通のテーマで検索ワードを考え発表し合う。 

・友達の発表を評価し、実際に良いと思った言葉で検索する。 

・心理的な安定 

・人間関係の形成 

・コミュニケーション 

「俳句」（高３・国語） 

・映像や音でイメージを膨らませ、意見や感想を出しやすくする。 

・コミュニケーション 

 

「働くことについて知ろう」（中３・職業） 

・友達の発表を聞いて、次に取り組みたい仕事を選択する。 

・人間関係の形成 

・コミュニケーション 

・環境の把握 

クラスの友達 

（３～４人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団の中で 

他の大人と 

※決まりに従って

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの友達 

（ペア） 

 

 

 

 

 

 

 

・やり取り（言葉、
動作、模倣など） 

・模倣については
粗大、微細 
→作業模倣へ 

・別の考えの人がいることに気付く 
（順番を待つなど） 

・一緒に行動する経験、相手に合わせる、 
要求する 

・設定場面でのやり取り、相互の模倣等 
・自然発生的なやり取り、相互の模倣、参照 



ス

テ

ッ

プ

３ 

  ープ８名程度） 「ふわふわ言葉」（中１・国語） 

・自分達でお題を考えて、自分事として考えられるようにする。 

・自分の考えをワークシートに書いた後に、発表をしたり意見を聞い

たり考えたりできるようにする。 

・２～３人で話し合う→全体で発表の形にする。 

・心理的な安定 

・コミュニケーション 

・人間関係の形成 

「春に」（高２・国語） 

・読むパートの分担を話し合いで決める。 

・歌詞スライドを発表し、感想を言い合う。 

・詩を読んで情景を思い浮かべてスライドを作成する。 

・学習している動画を振り返り発表する。 

・人間関係の形成 

・環境の把握 

 

「現代詩を書こう」（高２・国語） 

・小グループで話し合い、題材を決める。 

・自分で調べたことを発表する。 

・友達の発表を聞き、良かったところや分からないことを伝える。 

・人間関係の形成 

・コミュニケーション 

・心理的な安定 

「実習と職業のつながり」（高２・職業） 

・実習激励会で先輩に質問をする 

・進路について不安や悩みをワークシートに書く。発表・共有する。 

・コミュニケーション 

・心理的な安定 

「実習に向けて」（高３・職業） 

・声の大きさ、スピードに気を付けて発表するようにする。 

・友達の良いところ、改善した方が良いところに注目する。 

・メモしたことを、確認したり実行したりする。 

・人間関係の形成 

「通勤時に気を付けること」（高２・職業） 

・ロールプレイを実施し、評価し合う。 

・やってみたい職種を考え発表する。 

・人間関係の形成 

・環境の把握 

・心理的な安定 

 

他の大人 

（学年以外の教師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの友達 

（小グループ 

８名程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題解決のための、自発的なやり取り、 
模倣、参照 
→適切な社会的参照 

（場に応じたふるまいなど） 



《国語》 段階ごとの単元事例一覧 
項目・

内容 
小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中学部 １段階 中学部 ２段階 高等部 １段階 高等部 ２段階 

言 葉 の 働 き  

(語彙) 

 

 

 

 

 

       

書くこと 

(文字) 

※特記事

項参照 

 

 

(書写) 

       

       

伝え合う 

（伝える）  

 
 

 

 

 

 

 

（聞き取る ） 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

（発表する）  

 

 

 

 

 

 

 

（話し合う）  

       

       

文 で伝え

る 

 

 

 

 

 

 

実用書類

定型文等

の書き方 

       

読む 

（文学） 

 

 

 

 

（表現・音

読） 

 

 

（伝統文化）  

 

 

 

 

（説明文）  

 

 
（暮らしの中

の 記 号 や標

識） 

       

       

       

       

       

読書活動
（図書室の活

用） 

       

        

 

【劇あそびをしよう】 
※紙芝居、ペープサート、

劇化等 
 

【本に親しもう】 
※読書、挿絵が少なくなり
文や文章が中心の本、物
語、昔話、詩、紀行文、短
い劇の脚本、図鑑 雑誌等 

 

【標識を探そう】 
※教室内の表示、校内で
のシンボルマーク、信号等 

 

【看板を読もう】 
※学校の中に貼ってある
標語、きまり、立て札、ルー
ルの標識等 

 

【社会生活と言葉】 
※交通機関や病院の表示、領

収書。新聞記事、電子メール等 

 

【幅広く読み物を読もう】 
※小説、詩、新聞、雑誌、
歴史小説、伝記、観察記録
文、紀行文、料理や工作の
作り方、趣味の本 等 
 

 

【日常的に読書 に 親 し も

う】  
主体的、継続的に進んで
読書を行う。 

自分の考えを広げ。書き手
の多様な物の見方に触れ
る。 

 

【いろいろな読み 物を読もう】 
※物語、昔話、伝承、絵
本、科学的な読み物、詩、
紀行文、短い劇の脚本、図
鑑、新聞、雑誌、電子メー
ル等 
 
 

【本をさがそう】 
※読み聞かせ、読書、いろ
いろな絵本、図鑑等 
 

 

【本はともだち】 
※読み聞かせ、拾い読み、い
ろいろな絵本、図鑑、掛図
等 

 

 

【場所や決まりのある印】 

※場所や動作を表す絵や
写真、日常のシンボルマー
ク、「〇」「×」「→」等 
 

【いろいろな言葉】 
※日常生活に必要な挨
拶、物の名前、動作などの

言葉等 
 

【いろいろな言葉】 
※生活の中の言葉、名詞と
動詞、形容詞、感情、いろ

いろな挨拶等 
 

【言葉を広げよう】 
※長音、拗音、促音、撥音
助詞、同音異義語、属性言

葉、同義語、対義語等 
 

【いろいろな言葉】 
※促音長音のある語句、
平仮名、片仮名、身近な漢

字の正しい読み方。仲間分

け、似た意味の言葉、反対
言葉等 
 

【言葉を広げよう】 
※様子や行動、気持ち、性
格を表す言葉 修飾と被修

飾 「です。ます」 
 

【言葉を豊かに】 
※様子や行動、気持ち、性

格を表す語句の広がり、名

詞、動詞、形容詞、主語、
述語修飾語のまとまり 
 

【言葉を豊かに】 
※「だから、しかし」等情報
と情報との関係を表す語句 

「考える、だろう」叙述で使
われる言葉の活用。 

 

【いろいろな通信文】 
※手紙、葉書、電話、FAX

携帯電話、メール等） 
 

【身近な人に伝えよう】 
※朝の会の司会、帰りの会

での今日の出来事発表。
自己紹介、日常の挨拶、買
い物場面、外食場面、図書
館利用、電話のかけ方等 
 

【思いや考えを伝えよう】 
※今日の出来事発表。自

己紹介、学校紹介、スピー
チ活動、丁寧な挨拶 
買い物、病院などでのやり
取り、電話の応対等 
 【人に聞いてみよう話してみ よう】 

※電話のかけ方、買い物
場面、病院の問診 
 【話の要点を整理して聞き取ろう】 

※社会見学、職場見学、説
明会、職場実習での指示、

電話、インタビュー、伝言、

メモの活用 

 

【はい、どうぞ】 
※頂戴のやりとり 事物の
言葉の一致 

 

【返事をしてみよう】 
※呼名等の返事。挨拶、音
声模倣・動作等自分なりの表

現等 
 

【学校で話そう】 
※朝の会/帰りの会での司

会、発表。給食の挨拶、日

常の挨拶 
簡単な質問と応答 

 

【身近な人と話そう】 
※朝の会の司会、帰りの会

での今日の出来事発表等 
 

【おなじを見つけよう】 
※物の受け渡し(〇をちょう

だい)マッチングゲーム 手

遊び 歌遊び 
 

【インタビューをしよ

う。発表しよう】 
※主事さんや養護教諭へ
のお仕事インタビュー、高

校生に高校生活のインタビ
ュー等 

 

【話の内容を的確に聞き取 ろ う】  
※５W１H 様々な集会活
動、社会見学での案内、説
明会、校内放送、電話メモ

を取る、メモを振り返る等 
 

【新聞を作ろう】 
※学級新聞、修学旅行新
聞、部活や委員会の新聞
等） 

 
 

【調べて発表しよう】 
※修学旅行、世界の国に
ついて、夢の自動車提案
等 

 

【話し合って考えをまとめよう】  
※遠足の計画等 

 

【計画的な話し合いをしよう】 
※遠足の計画、文化祭の
出し物。卒業文集の内容
等 
 
 

【役割を決めて話し合おう】 
※学習発表会の事、係の

仕事決め、リクエスト給食
の献立等 
 

【伝えたいことを決めて発表しよう】 
※自分の夢発表、作文発

表、本の感想発表等 

 

【出来事を発表しよう】 
※一日の出来事、遠足な
ど経験したこと発表 

 
 

【身近な人にインタビ

ューをしよう。発表し

よう】 
 
※身近な教師、家族、友人
へ行事の事、授業の事、好
きなスポーツの事インタビ
ューをして、まとめ、発表す

る。 

 
 

【話をよく聞こう】 
身近な人の簡単な指示や
説明を聞き、応じた行動を

する。 

※朝の会の今日の予定の
話、3 語から 4 語で構成す
る文による指示や説明 
 

 

【お話を楽しもう】 
※絵や写真等の多い絵本
（昔話含）繰り返しやリズム
のある話、登場人物の動き
の模倣 

 

【お話を聞こう】 
※絵や写真に文字が添え
られた絵本（昔話含）、場面
や登場人物が分かりやす
い話、時間の経過が分か
る話、言葉の響きやリズム
がある話、劇化等 
 

【昔話を聞こう】 
※昔話、神話、伝承等 
言葉やリズムに親しめる話 

 
 

【お話を読もう】 
※絵本、易しい読み物、ペ
ープサートを作って劇化、
音読等 
 

【読み物を読んでみよう】 
 
※簡単な物語、紀行文、
詩、短い劇の脚本、音読等 

 

【説明する文を読もう】 
※身近な物の短い説明文 
 

【説明文を読 ん で作 ろ

う】※簡単な工作や料理の作り
方。道具の使用法 

【説明文の意味を読み取ろう】 
※工作作品作りや料理の
説明書、注意書き、薬の飲

み方、日常生活における

様々な説明書を読み理解
し、危険がないよう行動す
る等 
 

【ことわざ、慣用句を学ぼ
う、使ってみよう】 
※ことわざ、慣用句 

 

【古文に親しもう】 
※古文、その音読、故事成
語、慣用句 
 

【文章から必要な情報

を見つけよう】 

※伝記、観察記録文、紀行

文、旅行等の諸案内、趣味
の工作や料理の作り方等 
 

【登場人物の変化を読み取ろう】 
※物語、小説、随筆、詩、

音読 
 

【物語の魅力を感じよう】 
※物語、小説、随筆、詩、
音読、朗読 
 

【言葉のリズムを楽しも

う】  
※手遊び  動作の模倣、く

すぐりあそび  うたあそび 
わらべ歌等  
 【昔話や童謡に触れよう】 

※言葉の響きやリズムがあ
る昔話、遊びややりとりの
ある童謡、わらべ歌等 

 

【日本の言語文化を知ろう】 

※俳句 江戸小話、音読等 
 

【様々な読み物を読んでみよう】 
※物語、詩、短い劇の脚
本、紀行文、記録や報道の
文章、詩、音読等 
 

 

【日本の言 語 文化 に親 しも う 】 
※短歌（百人一首、季節）
俳句、その音読、ことわざ、
標語 
 

【説明文から情報を得

よう】 
※用具や器具・情報機器・

医薬品の取扱説明書、利
用書、商品の紹介、指示
書、納品書、請求書、領収
書。広報、回覧板等 
 
 

学習指導要領では触れていない

が☆本にある。 

 中１段階への導入部分と推測 

【本はともだち】 
※読み聞かせ、いろいろな
絵本 
 

 

【辞書の使い方】 
※国語辞典、漢字辞典 

タブレット端末、電子辞書
等 
 

【演じてみよう】 
※ペープサート、劇化等 
 

【内容を考えて音読しよう】 
※詩、台詞、短歌、俳句
様々な文章 
 

【話のまとまりで音読しよう】 
※詩、台詞、俳句の音読等 
 

【文章の構成を考えて音読しよう】 
  
※様々な文章 
 

【伝わるように朗読 しよう 】   

※古典の名文 様々な文章 
 

学習指導要領には載って

いない。ただ、高等部の国

語の本では扱っており、内

容としては【知・技】ア(ア)に

あたり、必要と思われる。 

 

【話のあらましを聞き取ろう】 
※集会活動、行事の予定等 

 

【内容に関心を持 って聞き取 ろう】 
※集会活動、行事の予定、
校内放送、ラジオなど 
 

【場面に応じた伝え方を知 ろ う】  
※現場実習先や初めて会

う人に対しての自己紹介、
面接場面 
報告や連絡場面、挨拶、 
お店、病院、手続き等社会
生活の中でのやり取り等 
 

【場面を考えて伝えよう】 
※現場実習先や初めて会

う人に対しての自己紹介、
面接場面呼び掛け、依頼
の仕方、報告や連絡場面、
挨拶、 
お店、病院、手続き等社会
生活の中でのやり取り等 

 

【選んでみよう】 
※事物の選択（具体物、絵
カード、写真等） 

給食で食べたいもの、休み
の思い出、買い物学習で
買いたいもの等 

 

学習指導要領では触れていな

いが☆本にある。 

 3段階への導入部分と推測 

または、中学部、高等部で扱え

るか。 

 ここに載せるか検討 

【経験したことを話そう】 
※遠足で楽しかったこと、

休みの思い出、一日の振り
返り等 
 

【文を書いてみよう】 
【絵に文をつけよう】 

絵（写真）に短い文をつけ
る。 
【カードを書こう】 

誕生カードなど定型文をな
ぞったり書いたりする。 
【手紙】 
一文の手紙 
 

【絵日記や作文を書こう】 

※今日の出来事、行事の
事、休みの思い出等の絵
日記や作文等 
 

【挨拶状を書こう】 
※年賀状、暑中見舞い、招

待状 
 

【伝わりやすい文を書こう】  
※作文、日記、手紙、壁新
聞、卒業生へのお祝いの
言葉、文集等 
 

【伝えたいことを明確

にして文を書こう】 
※作文、日記、葉書文、手
紙、招待状、壁新聞、文集
等 

 

【目的に合わせて書いてみ よ う】  

※作文、日誌、葉書文き、
実習先へのお礼状、報告
書、履歴書、文集等 
 
 

高１段階では。敢えて書類

等の書き方に分けていな

い。目的にあった書き方に

触れたうえで 2段階で実際

に活用できるようにする。 

【書類等の書き方】 
※季節のはがき、実習先
のお礼状、挨拶状、便箋縦
書き、便箋横書き、履歴

書、書写、文集、横断幕、
ポスター等 

 
 

【 目 的 や 状況に 合 わ せ て 書 い て み よ

う 】 
※作文、日誌、葉書文、実
習先へのお礼状、文集等 
 

【運筆に親しもう】 
※運筆（なぞり書き、視写） 
 簡単な平仮名 
 姿勢と筆記具の持ち方  
  

【書いてみよう】 
※ぬりえ、グルグル書き、

意味づけ等 
文字の気づき 
 

【平仮名、片仮名を書こう】 
※ひらがな、カタカナ文字、
補助線なぞり、自分の名前、
単語の書き、簡単な漢字の

導入等 
 

【身近な漢字を書こう】 
※名前、学校生活の中の漢
字、漢数字、曜日、日常生
活の中の漢字等 
 

【漢字の筆順に注意して書こう】 
※筆順の決まり「上→下」
等 

 

【漢字の形に注意して書こう 】 
平仮名、片仮名、身近な漢

字の形を整えて丁寧に書
く。点画相互のバランスに

気を付ける 
 

【目的や形式に合わせて書こう】 
※手紙や書類などの文や
余白のバランス等 
 

【文字を整えて書こう】 

※手紙や書類などの文の
文字 
 

【姿勢や持ち方に気を付けて】 
姿勢や筆記具の持ち方を
正しく平仮名や片仮名の文
字の形に注意して丁寧に書

く。 
 

【生活に必要な漢字を書こ

う】 
※身の回りで見る漢字、 

 

【送り仮名等に気を付 けよ

う】 

※漢字と仮名の使い分け、
送り仮名、仮名遣い、句読
点の役割、漢字の組み立

て等 
 

【漢字と仮名を使い 分けよ

う】  
※文や文章の中で書き慣
れていく。 
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小学部 3 段階の内容に準
ずる活動。 

《 算数・数学》 段階ごとの単元事例一覧 
項目・

内容 
小学部 １段階 小学部 ２段階 小学部 ３段階 中学部 １段階 中学部 ２段階 高等部 １段階 高等部 ２段階 

数量の 

基礎 
       

数と計算 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形  

 

 

 

 

 
＊図形領域として 2 段階の分類に

つなげていく意図をもって指導す

る。 

＊ものに直接触れたり、いろいろ

な方向から見たりするなど、触覚

をはじめとする様々な感覚につい

ての経験を重ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定 
（仮１、２、

３、４段階） 
 

変化と 

関係 
（仮5、６、

７段階） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの

活用 
  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

数学的 

活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

【よく見てみよう】。
気付く、指差し、注視、触れる、

取り上げる。 

＊くるくるチャイム等 

 

 
 
【動かしてみよう】 
＊一対一対応、絵カードの組

み合わせ（分割、同類）、物の

マッチング等 

 
 【ある、ない？】 
＊ものかくし、チェーン抜き、

具体物配り等 

【数えてみよう】 
＊数唱、数字のうた、具体物の

取り出し等 

 

【10 までの数】 
＊どんぐり拾い、果物野菜収

穫遊び、魚釣り、数カードの分

類等 

 
【くらべてみよう】 
＊同じ、多い・少ない、買い物

遊び等 

【なんばんめ】 
＊並んでみよう、何番目、数字

カード並べ等 

 

【合わせてみよう・分

けてみよう】 
＊合成・分解パズル等 

 

 

【２０までの数】 
＊数字つなぎ、助数詞の表現 

【100 までの数】 
＊数字つなぎ、100段そろば

ん等 

 

【数えてみよう、分けてみ よ う】 
＊プリント配り、具体物の操

作等 

【たし算・ひき算】 
＊計算（リンゴやミカンなど

の具体物を使って）、具体物の

操作を式に表す等 

 

 

 

【1000 までの数】 
＊数直線、お金の換算等 

 

【整数の表し方】 
＊数の変換、数の比較等 

【計算しよう】 
＊お金の計算・換算、百の位へ

の繰り上がり・繰り下がりが

ない加法・減法、電卓計算等 

 

 
【かけ算】 
＊かけ算九九と活用等 

 

【計算しよう】 
＊お金の計算、電卓の計算等 

 

【かけ算の活用】 
＊乗法の計算、的あてゲーム

等 

 

 
【割り算】 
＊具体物の操作、除法の計算

等 

 

【小数・分数】 
＊具体例（靴のサイズ、体重）、

折り紙、計量等 

【整数の表し方】 
＊重さの換算等 

 

【整数・小数の表し方】 
＊数の換算、計算の工夫等 

 

【小数の計算】 
＊小数の計算、計算の工夫等 

 

【小数の乗法と除法】 
＊小数の乗法・除法の計算等 

 

 

【概数】 
＊人口の概算、買い物の概算

等 

 

【計算しよう】 
ができる。計算を活用する。 

＊計算の工夫等 

 

【整数の乗法】 
＊計算の工夫等 
 

 
【整数の除法】 
＊計算の工夫、基準量・比較量

等 

 

【整数の性質】 
＊偶数・奇数、公約数・公倍数

等 

 

【分数】 
＊分数と整数・小数の表現、約

分・通分等 

 

【分数の加法、減法】 
＊分数の加法・減法等 

【分数の乗法、除法 】 
＊分数の乗法・除法等 

 

 

 【数量の関係を表す

式】 

＊a, x を使った式等 

 

【分数とその計算】 
＊ケーキの分配・加法・減法等  

 

 
【数量の関係を表す式】 
＊記号を使った式、表作り等 

 

【計算に関して成り立つ
性質】 

＊交換法則、分配法則、結合法則等 

 

【いろいろな形を探し

てみよう】 
＊〇△□の型はめ、マッチン

グ等 

 

 

 【あわせてみよう】 
＊マッチング、線結び等。 

 

 
【なかまあつめ】 
＊具体物の分類等。 
 

 

【いろいろな形に分け

てみよう】 
＊色・形・具体物の分類等 

【まる、さんかく、し

かく】 
＊〇・△・□の分類等 

 

【描いてみよう】 
＊型なぞり、なぞり書き等 

 

【いろいろな形を知ろ

う】 
＊身近な形探し等 

【形を作ってみよう】 
＊積み木でつくろう、色板構

成・分解等 

 

【どこにある？】 
＊何番目、物の位置の表現

（「○〇の上」「自分から見て

〇〇」）等 

 

 

 【どっちが速い？】 
＊ミニカーレース、傾斜比べ

等 

 

 

【直線・頂点・角】 
＊線結び、折紙等 

 

 

 【いろいろな図形】 
図形の分類、色板並べ等 

【図形をかいてみよ

う】 
＊点結び（作図）、ひご・色板

構成、箱作り等 

 

 

【図形をかこう】 
＊作図、円による模様作り等 

 

 
【面積】 
＊単位図形の操作（敷き詰め

る、何個分）等 

 

【角の大きさ】 
＊角の測定（三角定規、分度器）

等 

 

【平面図形】 
＊四角形の弁別、作図、円周率

と直径、円周の長さ等 

 

【平面図形の面積】 
＊平面図形の面積とその公式

等 

 

【立体図形】 
＊立体調べ、箱の組み立て等 

 

【ものの位置】 
＊下駄箱の位置等 

 

【縮図や拡大図】 
＊縮図・拡大図、線対称・点対

称等 

 
【概形やおよその

面積】 
＊概形、おおよその面積等 

 

 
【体積】 
＊体積の求め方等 

 

【円の面積】 
＊円の面積等 

 

【同じのはどれ？】 
＊具体物の分類等 

【分けてみよう】 
＊パネルシアター、給食配膳

等。 

【長さ、重さ、高さ、

広さ】 
＊荷物運びゲーム、大小、長短

の分類等 

 

 【くらべてみよう】 

＊長さ・重さ・高さ・広さ比べ

等 

 
 

 

【比べてみよう】 
＊鉛筆の長さ比べ、何個分等 

 
【時刻や時間】 
＊時計の読み、時程・日程の確

認等 

 

 

【測ってみよう】 
＊測定、軽量、重さ比べ等 

 

 
【時刻と時間】 
＊時間の計算、何分前・何分後 

 

 

【変化の様子を表そう】  
＊同等の個数と重さ調べ等 

 
 【簡単な割合】 

＊買い物（値上げの割合比較）

等 

【変化の様子を表そう】 
＊表作り（比例の関係）等 

 
 【速さと時間】 
＊速さと時間の関係、人口密度

等 

【割合】 
＊割引き計算、打率、勝率等 

【変化と数量の関係を

表そう】 
＊比例と反比例 

 

【比】 
 

＊比、ジュースの濃さ等 

 

 

【分けてみよう】 
＊仲間集め、チャンギング等 

 

【数をくらべてみよう】 
＊給食の配膳、プリント配布等 

 

【簡単な表をつくってみ
よう】 
＊的あてゲーム等 

 

【絵や図、記号で表そう】 
＊天気調べ、ボーリングゲーム

等 

 

 

【表やグラフで表そう】 
＊簡単なアンケート、ゲーム等 

 

 

【表やグラフで表そう】 
＊雨量・気温調べ等 

 

【円グラフ、帯グラフで表
そう】 
＊風邪をひいている人の割合

等 

 

【平均してみよう】 
＊平均気温、平均タイム等 

 

【データの収集と分析】 
＊代表値、データの分析等 

 

【場合の数】 

＊並び順、コインの裏表等 

 

見たり、触れたりするな
ど視覚や触覚等で判断す
る経験をもつこと。具体
的、実際的、行動的に対象

に働きかける活動。一対
一対応での分配等。 

視覚や触覚等で判断する
経験をもつことや表現す
ること。具体的、実際的、
行動的に対象に働きかけ

る活動の経験を基に数量
や図形に働きかける活

動。ものの個数を比べて

多少を知るよさを味わっ
たり、考えた結果が正し

いことを確かめたりする
活動。問題点と解決策に
ついて具体物を操作して
再現し振り返る活動。 

自分から数量や図形に直

接働きかける活動。問題
状況を整理したり、明ら
かにしたりして解決の手

掛かりを発見し、解決に
役立て、解決方法が正し

かったことや修正の必要
性について考える活動。
絵図、式などで表すなど

して考えたことや解決の
仕方について振り返り、
そのよさを認め合う活
動。 

身に付けた数学的な見
方・考え方を働かせて対
象の特徴や性質を捉えた
り、対象に直接働きかけ

たりすることによって新
たに気付いたことや分か

ったことを注意深く考察
しようとするなど、目的
意識を持った主体的な活

動。他、中学部 1 段階と
同じ。 

日常生活での問題を数理
的に捉え、既習事項を活
用しながら解決し、日常
生活に生かす活動。数学

の問題に主体的に関わ
り、問題を見いだし、既習
事項を基に考え判断し、
その結果を表現したり処
理したりして発展的に考

察する活動。問題解決の
過程や結果を図や式を用

いて数学的に分かりやす
く表現し伝え合う活動。 

日常の事象を数理的に捉

え、問題を見いだし、既習
事項を基に解決し、振り
返りを通して結果や方法

を改善したり、日常生活
に生かしたりする活動。

数学の問題に主体的に関
わり問題を見いだして解
決し、解決過程を振り返

り統合的・発展的に考察
する活動。問題解決の過
程や結果を、目的に応じ
て図や式を用いて数学的
に表現し伝え合う活動。 
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《職業・家庭》 段階ごとの単元配列 
項目・

内容 

小学部 １段階 

（仮１段階） 

小学部 ２段階 

（仮２段階） 

小学部 ３段階 

（仮３段階） 

中学部 １段階 

（仮４段階） 

中学部 ２段階 

（仮５段階） 

高等部 １段階 

（仮６段階） 

高等部 ２段階 

（仮７段階） 
職業科  

A「職業

生活」 

 

（勤労の

意義） 

 

 

 

 

 

（仕事の

内容） 

 

 

 

 

 

 

（労働条

件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ス キ

ル） 

 

 

 

 

 

 

（福祉サ

ービス・

相 談 機

関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（協力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（道具） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（健康管

理・余暇） 

・単元名 

◆目標 

〇学習活動 

題題材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日課を知ろう 

◆日課（学校生活で行われる授

業等）を教師と同じような行動

を教師からの言葉掛け聞いた

り、手を取ってもらいながら、

一緒に行動する。 

◆簡単な日課に気付き行動しよ

うとする。 

ウ日課・予定 （ア）（イ） 

・集団参加や集団内での役割 

◆児童が人数や年齢幅が異なる

集団に参加し、友達を知り一緒

に活動する経験を通して、手段

の中で活動することに慣れる。 

カ役割 （ア）（イ） 

・共同作業と役割分担 

◆簡単な作業を共同で行った

り、作業に置いて分担された個

人の役割を果たしたりする。 

※楽しい雰囲気の中で共同作業

ができるようにする。 

カ役割 （ア）（イ） 

・手伝いをしよう【手伝い、整

理整頓、戸締まり、掃除】 

◆物を配ったり、伝言を届けた

り、作業を手伝ったりする。 

◆自分の所持品の整理整頓をす

る。友達や学級のものを整理す

る。不要物の選別と捨てる。 

◆戸締まりを窓や扉の開閉、鍵

の開け閉めをする。 

◆自分の出したごみを拾った

り、身の回りにあるごみを拾っ

て捨てたりする。 

◆道具や材料の片づけ、仕事が

終了したことを報告する。 

キ手伝い （ア）（イ） 

・働くとはどんなこと？ 

◆自分の将来を考える。職業

とは何かを知る。 

◆はたらくことの大切さを知

る。仕事の種類や仕事をする

ために必要な力に気づく。 

〇職業の名称や仕事の内容、

生産品や製品の名称、商店や

会社の役割を知る。 

Aア（ア）イ（ア）㋐ 

・道具を使ってみよう 

◆用具の正しい使い方を知る。 

◆作業課題がわかり、使用する

道具等の扱いに慣れる。 

◆作業の持続性や巧緻性を身に

付ける。 

〇道具・機械の使用方法、手洗

い・身支度、計量、片づけ、点

検などの実践 

Aイ（ア）㋓、Aイ（ア）㋔ 

題机をつくろう 

・協力して仕事をしよう 

（製作・生産・生育） 

◆作業全体の中で自分の仕事

の分担がわかる。 

◆他者と協働して活動する。 

〇お互いの動きをみながら声

を掛け合って仕事に取り組ん

だり、合図を送りながら協力し

たりして作業を行う。 

Aア（イ）、Aイ（ア）㋒ 

題園芸 

 作物の栽培 

・自分の楽しみをもとう！ 

◆自由になる時間（余暇）の過

ごし方がわかる。 

◆くふうして余暇を過ごす計

画を立てることができる。 

〇一日の生活の流れとリズム

と健康の関係について 

〇休日の余暇や楽しみについ

て 

Aア（ア）（イ）、イ（イ）㋒ 

・働くために必要なこと 

◆高校生と社会人の言動の違

いに気付く。社会人として相

応しい行動を知る。 

○健康管理、みだしなみ、ビジ

ネスマナー、電話対応、金銭管

理、ＳＳＴなど。 

Aイ（イ）㋒㋓ 

題ビジネスマナー講習会 

 

 

  

 

・仕事での礼儀作法について 

◆仕事に向かう姿勢、気持ちの

準備を知る。 

◆必要な礼儀、挨拶、言葉遣い

を覚える。 

◆体験実習を振り返り、後期の

現場実習につなげる。 

◆礼状の様式を知る。 

〇体験実習事前学習 

〇体験実習 

〇体験実習事後学習 

〇体験実習について知る。 

  

・自分の将来を考えよう！ 

◆キャリアマップを作成し、

作文「自分の将来」を書いて発

表する。 

◆自分の将来を考える。働く

こととは何かを知る。 

〇自立や将来について 

〇キャリアマップの作成と発

表（ワークシート等） 

Aア（ア）イ 

 

  

 
 
 
 
 
 
  

 

・勤労のよさを知ろう 

◆自分の能力や適性を知り、

仕事に励む大切さを知る。 

◆色々な進路先を知る。自分

のこととして考える機会とす

る。 

○卒業生の進路先や先輩の実

習先を中心に多様な進路先を

紹介する。 

Aア（ア） 

・勤労の喜びを知ろう 

◆自分たちが取り組んでいる

生産や生育活動等が社会貢献

につながることがわかり、働

くことの意義を知る。 

〇地域で製品や作物を販売し

たり、作業活動を通して地域

貢献したりして社会的な有用

性を体験的に理解する。 

Aア（ア） 

 

・協力して仕事をしよう 

（生産・生育） 

◆作業全体の中で与えられた

自分の仕事を最後まで成し遂

げる。 

◆記録を取ることで自己の変

容や成長に気づく。 

〇作業工程表を用いて活動内

容や終了確認をする。 

〇学習記録を書く。 

Aア（イ）（ウ）、Aイ（ア）㋒ 

題園芸 

 作物の栽培 

・社会の仕組みを知ろう 

◆雇用に関する各種援助や障

碍者福祉サービスを知る。 

◆生活の場や生活費、生活に対

する介助、日中活動の支援等の

利用方法について知る 

〇就職に向けた相談や準備・訓

練、就職活動や雇用全支援、雇

用定借支援、離職転職について

知る。 

〇グループホーム等の利用方

法や登録方法を知る。 

Aイ（ア）㋑ 

・働くことに興味を持とう 

◆身近な人の働く姿を見て、働

くことについての興味を持つ。 

○地域にある職場見学や卒業

生の話を聞き、働いている人の

様子や仕事の内容、職場での生

活について調べる。 

Aア（ア）イ（ア）㋐ 

・働く良さを知ろう 

◆社会の一員として役割を果

たすことの大切さを知る。 

○地域での販売会や地域貢献

をする。 

Aア（ア）（イ）（ウ）Cア 

題地域の清掃をしよう 

・相談しよう 

◆困ったり、悩んだりしたと

きは、周囲に相談できること

を知る。 

〇困ったり悩んだりする場

面を知る。 

〇各市町村の福祉課を知る 

Aイ（ア）㋑ 

・福祉サービスを知ろう 

◆福祉サービス等の内容や

利用方法を知ろう。 

〇グループホームや移動支

援、ヘルパーなどの支援を知

る 

Aイ（ア）㋑ 

・健康管理をしよう 

◆仕事に安定的にとりくむ

ことができるように健康管

理の方法を知る。 

〇体温の計測の仕方や、睡眠

時間について知る。 

Aイ 

 

・道具を使ってみよう 

◆用具・工具・農具、工作機械

を安全に使用する。 

◆作業課題がわかり、使用す

る道具等の扱いを理解する。 

◆作業の持続性や巧緻性を身

に付ける。 

◆素材や生育する生物等の保

管や管理をする。 

〇道具・機械の使用方法、手洗

い・身支度、計量、片づけ、整

理整頓、点検などの実践 

Aイ（ア）㋓、Aイ（ア）㋔ 

題パンをつくろう 

 

・地域の職場を知ろう 

◆地域にある農・林・水産業、

工業、商業などに関わる多様

な職場を知る。 

◆人々が働くことを尊重して

いることを理解する。 

〇。 

Aア（ア）イ（ア）㋐ 

・労働条件を知ろう 

◆勤務時間や残業などの労働

時間、賃金、年次休暇などの労

働条件を知る。 

◆健康保険や雇用保険、年金

などの制度を知る。 

◆資格について知る。 

〇書類の見方や各制度の内容

を知る。 

Aイ（ア）㋐ 

・協力して効率よく仕事をし

よう（材料、生物の育成、生産

や生育活動） 

◆他者と意見交換をし、他者の

意見を踏まえて自分の考えを

広げたり深めたりする。 

◆必要に応じて報告や質問を

することができる。 

〇。 

 

Aア（イ）、Aイ（ア）㋒ 

題  

・道具を正しく使おう 

◆作業に応じて道具や機械を

使用する。（運搬、重さや長さ

の測定、加工、品物の梱包等） 

◆道具の手入れや簡単な修

理、管理ができる。 

◆作業の準備、作業活動、作業

の片づけを積み重ね、安定し

て取り組む。 

◆状況に応じて作業をする。 

〇道具を使用した作業。 

〇温度や湿度に応じて身支度

を整える。 

Aイ（ア）㋓、Aイ（ア）㋒㋓

㋔ 

題木工製品をつくろう 

 調理をしよう 

清掃をしよう 

・健康管理や余暇の過ごし

方について考えよう 

◆職場で働くことを中心と

した生活に求められる健康

管理の方法を知る。 

〇睡眠時間、休憩時間の利用

食事時間の取り方、健康管理

の方法、歯科検診や健康診

断、休日の過ごし方等 

Aイ（イ）㋓ 

・職業生活に必要な知識 

◆職場の組織、労働時間と報酬、

職場での各種保険制度、免許や

資格等、検定についての知識を

深める。 

〇職場の役職、労働時間と勤務

時間、賃金、福利厚生、資格と

給与の関係、健康保険、雇用保

険、年金、資格と検定 

〇給料や年金の管理、健康保険

の取り扱い方。 

Aイ（ア）㋐ 

・貢献する喜びを知ろう。 

◆生産や生育活動への意欲を

高める。 

◆より良い製品や背供物、活動

が求められることに気づき、工

夫・改善や、自らの知識や技能

を向上させようとする。 

〇地域で販売会をする。 

Aア（ウ）、Aイ（ア）㋒ 

題  

・協力して効率よく仕事をし

よう（材料、生物の育成、生産

や生育活動） 

◆他者に対しての望ましい関

わり方や態度についてわかる。 

◆それぞれの役割や仕事の分

担を考えよう。 

〇。 

 

Aア（イ）、Aイ（ア）㋒ 

題 

・実習を経験して、健康管理

や余暇の過ごし方について

考えよう 

◆職場の習慣をふまえ、公立

の良い休憩時間の使い方を

考える。 

〇休憩時間、休日の過ごし

方、福祉サービス、生涯学習、

職場のレクリエーション、福

利厚生施設等 

Aイ（イ）㋓、イ（ア）㋑、

家庭科、保険体育科とも連携 

・作業に応じて道具を使って

みよう 

◆工具・農具、運搬用の機器、

製造機器の扱い方が分かり、

効率よく、確実に使用する。 

◆道具や機械を安全に使用す

る。 

◆衛生面に気をつける。 

〇決められた場所に運搬す

る、個数を数えたり並べたり

束ねたりして整理する、日常

的な手入れや修理ができる。 

Aイ（ア）㋓、Aイ（ア）㋔ 

題清掃をしよう 

 

・福祉サービス等の利用方法

を知ろう 

◆雇用に関する各種援助や障

碍者福祉サービスの利用方法

を知る。 

◆各種援護制度や相談先の見

学や登録をして、実際的具体的

に確認する。 

○サポートネットワーク 

○就労支援センター登録会 

○福祉課訪問  

Aイ（ア）㋑ 

【日直になって、今

日の天気を発表し

よう】 
◆学級集団の中で日直

を行うことで、集団の

中での役割に関心をも

つ。 

〇朝の会の中で日直と

して、その日に天気を

発表する。 

【係の仕事に挑戦

しよう】 
◆簡単な係活動につい

て、その役割が分かり、

行うことができる。 

〇学級集団の中で、簡

単な係活動に取り組

む。 

【お楽しみ会をし

よう】 
◆学年や異年齢等で構

成される集団の中で、

それぞれが簡単な役割

をもち、果たそうとす

ることができる。 

〇お楽しみ会の中で、

それぞれが役割をもっ

て活動に参加する。 

・共同作業と役割分担 

◆作業分担や役割が分かり、自

分から取り組んだり、役割を果

たしたりする。 

〇個々の児童の力が発揮できる

よう、繰り返して活動に取り組

める作業の機会を用意する。 

カ役割 （ア）（イ） 

・集団参加や集団内での役割 

◆児童が積極的に様々な集団活

動に参加し、活動の準備や役割

を主体的に果たしていく。 

◆集団活動では、役割があるこ

とを知り、他の係を意識して活

動の見通しをもって、自分にお

役割を果たす。 

カ役割 （ア）（イ） 

・手伝いをしよう 

◆様々な活動の手伝いをする。 

◆道具や器具に慣れ、大切に扱

いながら、安全に仕事の手伝い

をする。 

キ手伝い （ア）（イ） 

・予定を知ろう 

◆１週間程度の予定が分かる。 

◆学校の予定や家庭の予定など

に従って行動できること。 

◆都合によって予定の変更がで

きる。 

ウ日課・予定 （ア）（イ） 

・共同での作業と役割分担 

◆友達と一緒に互いに協力して

楽しく作業に取り組む。 

〇様々な集団の中で簡単な役割

を果たしたり，友達と協力して活

動や作業に取り組んだりする， 

〇周囲から感謝される経験を通

して，役割を果たすよろこびや意

欲等を高める。 

カ役割 （ア）（イ） 

・集団の参加や集団内での役割

◆集団活動で簡単な係活動を果

たす。 

カ役割 （ア）（イ） 

・手伝いをしよう【手伝い、整

理整頓、戸締まり、掃除】 

◆扉や窓の開閉と同時に施錠方

法を知り，どのようなときに開

け， どのようなときに閉めるの

かを理解する。  

◆掃除用具の名称や使い方が分

かり，できるだけ一人で，簡単

な掃除をする。 

◆使用した道具の片付けをす

る。その際には，友達からの言

葉掛けでも片付けたり，友達と

協力しながら片付けたりするこ

とについて配慮する。  

キ手伝い （ア）（イ） 

・日課を知ろう 

◆身近な日課や予定が分かり，

次第に見通しをもって行動でき

るようになる。 

〇教師の言葉掛けや絵や写真で

示したカード等を見たりして，

次に何をするのかが分かり，で

きるだけ一人で日課に沿って行

動する。 

〇下校後の予定や明日の予定な

どを取り扱うことで，児童が見

通しをもって過ごす。日課・予

定 （ア）（イ） 

資料６ 

４ 



職業科 

B「情報

機器の活 

用」 

（デジタ

ル機器・
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職業科 

C「産業

現場等に

おける実

習」 

（実習） 
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（実習報
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 ・実習の事前学習 
〇実習の目標を設定 

〇実習先への交通手段，持ち

物，服装等について確認する 

Cイ 

・実習の事後学習 

◆産業現場等における実習で

の一連の学習を通して，自己

の課題を明らかにし，解決策

を考え，実践を評価し，表現す

るなどの過程を繰り返し  積

み重ね，課題を具体的に解決

する。 

〇実習の評価，感想などを基

に成果や課題を確認し，報告

会で発表したり，実習先へお

礼状を発送したりしよう。 

〇カメラや文書作成ソフトを

使用して、校内外の実習の機

関や、目標、仕事内容、実習後

の評価や感想についての資料

を作成する。 

〇実習報告会  

〇卒業後の生活を支える機関

や制度など福祉サービス利用

について知る。 

Bイ、Cイ 

・現場実習に行こう 

◆産業  現場等における実習

を通して，就業や卒業後の職

業生活を健やかに過ごすため

に  求められる事柄について

理解する。 

〇実習先で生産している物

が，社会でどのように利用さ

れているのかを理解したり，

製品の良否が分かり，不良品

を出さないように注意して仕

事をしたりする。 

〇実習先のいろいろなきまり

を守ったり，仕事に関する 自

分の分担に責任をもって最後

までやり遂げたり，状況に応

じて自ら職場の人と  協力し

たりする。 

〇実習中の健康，安全及び衛

生に注意して生活する。 

〇適切に余暇を過ごす。 

〇職場において適切にコミュ

ニケーションを取る。（挨拶、

言葉遣い、質問、指示を仰ぐ、

感謝の気持ちを伝えるなど） 

○サポートネットワーク 

○就労支援センター登録会 

○福祉課訪問  

○進路先報告会  

Cアイ 

・事務機器をつかおう 

◆事務用品と事務機器の特

徴や使い方がわかる。 

◆文書の封筒の詰め作業に

取り組むことができる。 

〇事務用品やコピー機の使

用体験、電話の受け方、受注

体験（事務用品、事務機器、

作業資材、ワークシート等） 

Bア・イ 

・電話やファクシミリを使

おう。 

◆電話やファクシミリの基

本的な操作方法がわかり、し

ごとに関する要件を正確に

伝えたり、受けたりする。 

〇電話の受け答えの仕方を

知る。 

Bイ 

・現場実習に行こう 

◆産業現場等における実習を

通して，就業や卒業後の職業

生活を健やかに過ごすために

求められる知識や技能及び態

度が分かり，身に付ける 

〇生産品や製品又は商品の名

称とその取扱い，それらの社

会的な有用性，企業の組織体

制及び配属された職場におけ

る職制，分業や協働における

責任と職場で必要とされる作

業態度，自分にも他者にも重

要な安全・衛生及び健康の維

持，休憩時 間等の余暇の過ご

し方などについて知る。 

〇通勤の方法や  通勤にふさ

わしい服装について理解する

こと，通勤中に起きたトラブ

ルに対処する。 

〇礼状を書く。 

Cアイ 

・実習の事後学習 

◆実習先から指摘され たこ

とや，本人が課題であると感

じたことなどに対して，どの

ように対処すれば  よいのか

について考え，自ら改善に取

り組み表現する。 

〇新規の仕事内容や状況の変

化へ対応するに当たり，どの

ような作業指示書があれば理  

解しやすいのか，どのような

治具や補助具，マニュアル等

の支援や援助があれば 正確

な作業ができるのかを比較・

検討したり，これまでの学習

経験から見立てたりして申し

出る。 

〇Cイ 

・インターネットを使おう 

◆インターネットを使って

情報収集する。 

〇コンピューターの基本操

作の仕方を知る。 

Bア 

・タブレットを使おう 

◆タブレットの使い方がわ

かり、カメラアプリなどアプ

リの使い方がわかる。 

〇タブレット端末の基本操

作 

〇カメラなどのアプリケー

ションの使い方（タブレット

端末） 

Bア・イ 

・タブレットを使って思い出

アルバムをつくろう。 

◆画像や映像のなどにより

体験したことや自分の考え

を表現できる。 

〇タブレット端末基本操作 

〇カメラなどのアプリケー

ションの使い方（タブレット

端末） 

Bア・イ 

・インターネットを使うとき

のルールを知ろう。 

◆インターネットを使用す

る際のルールやマナーがわ

かる。 

〇SNS・メールの使用時のル

ールやマナー 

〇人権侵害の防止 

Bア・イ 

・インターネットのルールや

マナーを知ろう。 

◆インターネットを使用す

る際のトラブルを知り、ルー

ルやマナーについて理解す

る。 

〇インターネット利用上の

トラブルの危険性 

Bア・イ 

・身近なデジタル機器を使お

う。 

◆情報機器の使い方がわか

る。 

〇タブレット、固定電話、携

帯電話、等の使い方を知る。 

Bア 

・インターネットの危険性を

知ろう 

◆情報セキュリティーモラ

ルについて知る。 

〇ダウンロードや情報セキ

ュリティー、個人情報の認証

の危険性について知る。 

Bア・イ 

・コンピュータで在庫管理や

計算をしよう。 

◆ソフトウエアの操作を覚

え、扱えるようになる。 

〇農作物や製品などの数量

や出納簿の管理及び計算を

する。 

Bア 

・プレゼンテーションをしよ

う。 

◆インターネットで情報収集

する。 

◆プレゼンテーションソフト

を使用してデータを作成し、

発表する。 

〇将来就きたい職業の発表を

する。 

Bイ 

・情報セキュリティーや情報

モラルを知ろう 

◆インターネット等の調書

を理解した上で情報を漏洩

しないための方法を知る。 

〇パスワード、セキュリティ

ーソフト、アップデートの重

要性を知る。 

〇個人情報の保護の必要性

について 

〇ネット依存について 

Bア・イ 

・情報収集して資料をつくろ

う 

◆わかりやすく伝わるよう

に、文字や画像を工夫する。 

〇学校行事のチラシ作りをし

よう 

Bイ 

題実習先までの経路を調べて

まとめよう 

・目的に応じてコンピュー

タ等を使用しよう。 

◆各種ソフトウェアの特性

や機能を理解して、効率よく

活用する。 

〇ファンクションキー、数式

やグラフの活用、画像ソフト

ウェアの加工処理等。 

Bイ 

・インターネットでの買い物 

◆トラブルの危険性を知り、

適切に利用しよう。 

〇クレジットカードやキャ

ッシュカード、マイナンバー

等 

Bア 

・電話や来客の取りつぎを

しよう 

◆電話や来客時には、「はい。

〇〇です」「今変わります」

「〇〇先生にお電話です」な

どと言って、適切に取り次ぎ

をする。 

〇校内に設置している電話

を活用し、児童が率先して取

り次ぐことができる。 

オ。人とのかかわり （ア）

（イ） 

・電話や来客の取りつぎを

しよう 

◆人の来訪や電話がかかっ

てきたことに気づき、関心を

持つ。 

オ。人とのかかわり （ア）

（イ） 

職場見学に行こう 

◆「産業現場等における実習」

に向けて，「職場見学」や「校内

実習」， 「就業体験」などの実

際的な学習活動を相互に関連

付けながら実施することで， 

生徒が職業や進路に関わる事

柄について関心をもち，それら

について考えたり， 伝えたり

する。 

〇商店や企業，農業，市役所な

どの公的機関，作業所などの福

祉施設などで，一定期間，働く

活動に取り組み，職業生活の実

際を経験する。 

C 

職場見学に行こう 

◆職場見学や校内実習に加

え，就業体験，産業現場等にお

ける実習など，生徒が事業所

等で，職業や仕事の実際につ

いて体験したり，働く人々と

接したりする活動を通して，

職業や進路などについて理解

したり，考えたりする。 

◆準備をして現場実習に行

き、はたらくことの大切さや

楽しさがわかる。 

〇実習についての学習と実

践、発表（実習日誌、ワークシ

ート等） 

Cア 

実習の事後学習 

 ◆身近な職業に関わる学習活

動を通して，分かったこと，気

付いたこと， 感じたことなど

を身近な他者に伝えたりする，

〇職場見学や就 業体験等を通

して，身近な製品がどのように

作られるのか，身近な商店等で

どのようなやりとりがあるの

かなど，仕事のことを調べた

り，働いている人々の話を 聞

いたりして，分かったことや気

付いたことを話し合ったり，資

料にまとめたりする。 

〇お手伝いとは異なる働く活

動の大切さに気付く。 

〇他者の意見や行動を見て気 

付いたり，考えを広げたりする

対話的な学びを展開しながら，

生活を具体的に工夫する 

〇進路選択に向けて，希望する

進路や職業等 について考えた

り，判断したことを伝えたりす

る。 

Cイ 

 

実習の事後学習 

◆実習を振り返り、仕事内容

や考えたことを思い出す。 

〇写真や実習日誌を振り返

り、発表原稿を作成する。 

〇実習で学んだことを発表し

よう。（実習日誌、ワークシー

ト等） 

Cイ 

 

・実習の事前学習 
〇実習の目標を設定 

〇実習先への交通手段，持ち

物，服装等について確認する 

Cイ 

 

・実習の事前学習 

〇実習の仕事内容を知る。 

〇実習の期間や日にちを知

る。 

C 

 

・実習の事前学習 
〇実習の仕事内容を知る。 

〇実習の期間や日にちを知

る。 

C 

【教室をきれいに

掃除しよう】 
◆教室を掃除用具を使

って掃除しようとする

ことができる。 

〇教員に支援を求めな

がら、掃除用具を使い

教室の掃除を行う。 

【特別教室の掃除

をしよう】   
◆みんなが使用する特

別教室を掃除用具を使

い、手順を考えながら、

進んで掃除することが

できる。 

〇掃除道具を使い、手

順を考えながら、掃除

を行う。 

【先生の手伝いを

しよう】 
◆身の周りの簡単な手

伝いを教員と一緒に行

い、簡単な手伝いや仕

事に関心をもつ。 

〇教員と一緒に、印刷

物を配ったり、身の周

りの簡単な手伝いを行

う。 

・電話や来客の取次ぎをし

よう 

◆人の来訪を伝えたり，電話

の取次ぎをしたりすること 

が大切であり，初歩的な伝言

の経験を積み重ねる。 

オ。人とのかかわり （ア）

（イ） 



 



個別最適な学びと協働的な学びの授業作りのヒント 

 
個別最適な学び 協働的な学び 

 

 

教

材 

個々の手だて 

・集団学習の中での実態に合わせた個々のプリント

学習の準備（書ける子供、シール貼りをする子供など） 

・選択肢を提示する。（考えることを促す。） 

・選択肢の数の工夫（2択から 3択と徐々に増やす） 

・「発表の型」を準備する。 

・友達や教師に伝える際、絵カードや写真カードを準

備する。 

・活動の目標をなるべく具体的に（例「大きな声」）

提示する。 

・黒字に白抜きのなぞり書き教材 

・見比べる物が視野に入りやすい大きさ 

・音や操作を通して興味がもてるようにする。 

・ある程度重さのある教材を操作して実感できるよ

うにする。 

・タブレット端末で、言葉のイメージと一致する画像

などを検索する。 

・ヒントカードを参照しながら一人で課題が進める

ようになる。 

その他 

・課題のバリエーションを増やす。 

・引き上げ課題と自立課題のバランスをとる。 

・認知に合わせた教材を作成する。 

・正しくできているか自ら判断できる教材を用いる。 

・プリントとアプリの両方をうまく活用する。 

・実態に応じた ICT教材を活用する。（写真や動画な

ど） 

・適切な AIの使用 

・活動の様子や記録をタブレット端末で記録する。 

（今日や前回の振り返りが分かりやすくなる。） 

・文字の記入が難しい場合、タブレット端末を使った

振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒に 

・ペアで短いコラムやセリフを読む。 

・ペアやグループで一つの課題を仕上げる。 

・グループで口形模倣をする。 

・モニターで問題や回答を共有する。 

・絵本などの題材から、セリフや物のやり取りを再現

する。 

・クイズアプリを使ったクイズ形式の問題を行う。 

・タブレット端末で問題に答え（ルーレット形式）動

作化しながら発表する。 

その他 

・個別学習で使っている教材を集団の中で使用する。 

・タブレット端末で自分で調べる→伝える 

・映像や音、写真でイメージを調べた物を共有する。 

・具体物を渡しながら伝える。（バトンリレー形式） 

資料７ 



 

 

 

 

 

支

援

方

法 

・適切な言葉掛けを行う。 

・筆記用具の持ち方の指導をする。 

・教材提示を工夫する。（提示数や提示場所） 

・教材や活動の順番を工夫する。 

・課題を部分的に選択して取り組む。 

・好きな活動を選択する。（具体物、絵・写真） 

・手がかりを段階的に提示する。 

（例 文字→イラスト→言葉） 

・頑張る所を確認する。 

・役割の意識をもたせるために、視覚的な役割表を作

成する。また、個々の理解を促すための身に付ける物

を準備する。  

・問題、答え、正解を視覚的に提示することで、正誤

を分かりやすくする。 

・苦手な課題、得意な課題のバランスや順番、量を考

えて全体の活動を構成する。 

 

評価 

・教師とハイタッチやアイコンタクトで、できたこと

を共有する。 

・即時評価を行う。褒められることを期待できる。 

（しっかりとできたことを確認し自信をつける） 

・すぐに評価し、修正する。 

・記録表や頑張り表などで、教師と一緒に出来高や頑

張りを視覚化しながら喜んだりする。 

・友達の答えを一緒に確認する。 

・教師が「合っていますか？」など仲介しながら子供

達同士で評価ができるようにする。 

・活動の動画をみんなで見てよいところを評価する。 

発表 

・発表の設定（話す人、聞く人） 

・取り組みの成果を発表する。 

・「話し合う」「人の意見を聞く」「自分自身を振り返る」

ことを提示する。 

・発問を具体的にして意見を引き出す。 

・子供の成果物を大画面で共有することで、みんなで

見合いながら、発表したり感想を言い合う。 

・発表の方法を具体的な項目にする。 

（発表する人、聞いて評価する人が分かりやすい。） 

・他者の発表を聞いて「いいね」カードで評価する。 

相互交渉 

・やり取りの機会   ・教師が来るまで待つ 

・「できました」「教えてください」「分かりません」 

・子供が決める活動を増やす。 

・子供同士のやり取りを教師が仲介する。 

・伝える時のセリフを統一するなどして、パターンで

覚えた後に、発展させていく。 

・分からないときに、友達に聞くように設定する。 

役割 

・役割の設定  ・役割の交代 

・早く終わったら他の友達に教えるなどの役割 

・できる児童生徒が手本になるようにする。 

・絵本などストーリーのあるものを題材にして役割を

設定する。 

・分かっている子供が、教えてあげるようにする。 

・役割を子供達で話し合って決める。 

・流れ作業の設定 

その他 

・全員で読む、数唱する。 

・順番を待つ（順番を提示して）、友達を見る。 

・待っている子供への質問（友達に注目する工夫） 



 

環

境 

 

物 

・集中できる座席や物の配置にする。 

（パーティション、机の配置を工夫する。） 

・座面にクッションや滑り止めを置いたり、椅子の脚

にゴムを付ける。 

・答えが見えないような座席配置など 

（他者の答えを見てしまう場合） 

・書見台のように角度をつける。 

時間 

・終わりを意識して取り組む。 

・やりとり学習を重点的に行う子供を設定するなど

の工夫を行う。（時間や曜日の工夫） 

 

物 

・教師のところまで自分で報告に行くようにする。 

・輪になるペアになるなど座席配置の工夫する。 

・発表や教師の手本を見られるよう座席を配置する。 

・教師、子供二人以上で机をつけて話し合いながら学

習を進める場面の設定を行う。 

（子供同士が聞いたり教えたりするために、教師が仲

介する。） 

・机を輪にして話し合うことで相手の様子が見やすい

ようにする。 

※本校の授業研究と協議を基に作成した（令和７年度 東京都立王子特別支援学校 研究研修部・研究推進部門） 



≪Ⅱ実践報告資料≫ 

 

① 対象児童の実態 

・太田ステージⅢ－１（前期） 

・二語文程度の発語がある。質問に対してオウム返しが多いが、返答できる時もある。手先

は器用に動く。二択の質問に対しては、左側にあるもの、後者のものを選ぶ傾向がある。 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・ものに注目したり、人と目を合わせたりして、物事に取り組む。（心理的な安定） 

・最後まで落ち着いて取り組み、一つ課題が終わるごとに「終わりました」と報告する。 

（コミュニケーション） 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点） 

・特定の教員に「終わりました」のカードを渡し、言葉でも伝える。 

・イラストのマッチングでは、キャラクターと食べ物の二つを提示し、どちらかを選ぶ。 

④授業の様子：マッチングは既習課題として良くできていた。著しく改善したプットインに

ついては以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適手元を見るための工夫が功を奏し、よく見るようになった。結果として、教員か

らの言葉掛けを減らしても、自分で落ち着いて取り組むことができた。（心理的な安定） 

・協働的改善後の課題に落ち着いて取り組み、一つ課題が終わるごとに、教員と達成を確認

して喜ぶ姿が見られ、意欲的に活動に取り組めるようになった。（人間関係の形成・コミュニ

ケーション） 

小学部２年 個別学習 授業者名   赤川 沙子 

国語・算数 

国語 小学部１段階 言葉の動き【いろいろな言葉】 

算数 小学部１段階 数の認識【順番】 

「プットイン」 

主なねらい：ものに注目して、手を動かす。 

活動の流れ：スポンジを一つずつ取り、容器の入り口をよく見て入れる。 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・手元をよく見て行えるように、カラフルな色の棒を用意したり、コインに食べ物のシールを

貼り、興味をもたせる。また、よく見ないと入れられないよう制約をかけ、入ったときに音が

するような素材に替えた。 

 

・ 

・ 

注視が得られ

づらい上、視覚

以外の刺激が

無かった。 

 

 



小学部３年 個別学習 授業者名   阿部 夏美 

国語・算数 

国語 小学部２段階 【学校で話そう】 

算数 小学部３段階 【平仮名、片仮名を書こう】 

① 対象児童の実態 

・太田ステージⅢ－１（前期） 

・特定の教員に絵カードや手話を使って要求や助力を求めることができるようになってき

た。全身運動や指先を扱う活動は途中であきらめてしまうことが多い。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・発語や手話、絵カードから選択をして教員に伝えることができる。（コミュニケーション） 

・励ましを受けて、手指を使う課題に最後まで取り組む。（心理的な安定） 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）  

・コミュニケーションブックを使って、教員と週末の話をする活動を取り入れる。 

・複写紙の枚数を教員と一緒に数えたり評価を受けたりすることで、達成感を味わう。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適教員からの励ましや記録表を基にした評価を受けて、手指を使う課題に最後まで

取り組むことができた。（心理的な安定） 

・協働的休みの日の出来事を自分からコミュニケーションブックを持って来て伝える様子が

見られた。（人間関係の形成・コミュニケーション） 

「コミュニケーション手段の獲得」 

主なねらい：自ら伝える意識を育てる。 

活動の流れ：学習中に「できました」や「くだ

さい」などを発語や手話、絵カー

ドで伝える。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・発語に加えて口形模倣を取り入れる。 

・「ください」の絵カードを加える。 

・コミュニケーションブックを作成し、教員と

やり取りをする機会を増やす。 

 

 

 

 

 

 

「書字」 

主なねらい：自信をもって文字を書く。 

活動の流れ：筆圧の見える化をするため、複写

紙を使用する。平仮名で名前を書

き、何枚写ったかを確認する。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・複写紙の枚数記録表を用意して、1週間ずつ

の記録を取る。「〇曜日は一番力を込めて書け

たね」などの評価を付ける。 

 

 

 

 

 

 

ください 

コミュニケーションブック 

枚数記録表 

〇写った分だけシールを貼る。 

〇一番たくさん書けた曜日と枚数

を振り返る。 



小学部４年 個別学習 授業者名   塩原 佳子 

国語・算数 

国語 小学部１段階 言葉の働き【いろいろな言葉】 

算数 小学部１段階 図形【なかまわけ】 

① 対象児童の実態 

・太田ステージⅢ－２ 

・言葉の指示はほぼ理解しているが、情緒の不安定さがある。また、周りのことが気になっ

てしまい、学習への集中の持続が難しい。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・活動に見通しをもち、最後まで落ち着いて課題に取り組むことができる。（心理的な安定） 

・教員の指示にしたがったり、できたことを報告したりすることができる。（コミュニケーション） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）  

・一つの課題が終わるごとに「できました」と報告し、教員からご褒美カード（アンパンマ

ン）をもらってボードに貼る。 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適課題の内容を本児が確実にできるものから、少しずつステップアップしていくよ

うにした。課題の試行数を減らすことで集中が持続できるようにした。（心理的な安定） 

・協働的課題が終わるたびに、教員からご褒美カードを受け取ることで、教員の指示を聞い

たり、課題に意欲的に取り組んだりすることができるようにした。（人間関係の形成・コミュ

ニケーション） 

「５種類の型はめ」 

主なねらい：形を見分けて型はめをする。 

活動の流れ：指示された色から順番に型をはめ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・平面でのマッチングにし、形を確認しやすく

した。・試行数を減らし、集中が持続できるよう

にした。 

・試行数を減らし、集中が持続できるようにし

た。 

・ 

・ 

「平仮名マッチング」 

主なねらい：文字に合った絵を選ぶことができ

る。 

活動の流れ：文字に合った絵カードを選び、文 

      字の横に貼る。  

文字とイラストが一 

緒になった物にする 

ことで確実にできる 

ようにしたらどうか。 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・２文字の分かりやすい単語から始めた。・絵

を手掛かりに確実でできるようにした。 

平面でシンプ

ルな色、形の

マッチングの方

が分かりやすい

のではないか。 



小学部５年 個別学習 授業者名  岩井 玲 

国語・算数 

国語 小学部2段階 【いろいろな言葉】 

算数 小学部2段階 【10までの数】 

① 対象児童の実態 

・太田ステージⅢ－１ 

・日常生活における理解言語はあるが、発語は少ない。 

・日課表を平仮名で書くことができる。 

・選択肢を選ぶことはできるが、内容の理解までは難しい。 

・視覚的な情報が優位、模倣や粗大運動が得意である。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・活動の見通しをもち、言葉でのやり取りを通して指示されたものを選択する。（人間関係の形成）（環境の把握） 

・教員の話を聞いたり、できたことを報告したりする。（コミュニケーション） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）  

・手順表に報告イラストを追加し、その都度教員に「できました」と言葉で伝える。 

・選択肢から選択する。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適言葉の意味を理解し、イラストに合った言葉を選択する。 

（人間関係の形成）（環境の把握） 

・協働的アプリ【やることカード】を使用し、「できました」と報告する。 

（人間関係の形成・コミュニケーション） 

「動作のイラストと平仮名のマッチング」 

主なねらい：動作イラストと平仮名をマッチン

グすることができる。 

活動の流れ：①イラストを見て平仮名を構成す

る。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・イラストがバラバラだったので、共通したイ

ラスト（ドロップス）を使用した。 

・１問ずつ出題し、ページをめくるタイプの提

示方法に変更した。 

・問題の順番を変えられるようにした。 

「動作語クイズ」 

主なねらい：動詞を選択することができる。 

活動の流れ：①動画を観て、動きに合った動詞

の言葉を選択する。 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・イラストでの提示から動きのある動画に変更

した。 

・効果音などを取り入れ、正誤を分かりやすく

した。 



小学部１年 個別学習 授業者名  川村 由紀 

国語 

学習指導要領の位置付け 国語 小学部１段階 言葉の動き【いろいろな言葉】 

国語 小学部１段階 伝え合う【はい、どうぞ】 

① 対象児童の実態 

・太田ステージⅡ 

・初後は単語の一部（例：ちょうだい→「ちょ」、ばなな→「な」など）が言える程度。 

・自分からの発信は少ないが、要求時は要求物に手を伸ばして教員に視線を向けることがで

きる。 

・指差しを含めた簡単な指示を理解しているが、繰り返し取り組むことが必要。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・教員の支持を聞いて活動の流れを理解し、見通しをもって取り組む。（人間関係の形成）（身体の動き） 

・特定の教員に、課題を完成させるために必要なものを絵カードで要求する。（環境の把握）（コミュニケーション） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ    ステップ１ 

・絵カードで欲しいものを伝える。 

・課題を完成させるために必要なものをあえて 

足りない状況にし、要求する場面を意図的に作る。 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適教員の指示を聞いて活動の流れを理解し、見通しをもって取り組む。 

（人間関係の形成）（身体の動き） 

・協働的特定の教員に、課題を完成させるために必要な絵カードで要求する。 

（環境の把握）（コミュニケーション） 

「ピザをつくろう」 

主なねらい：課題を完成させるために必要なものを教員に要求する。 

活動の流れ：①見本（完成品）を見て、同じようにピザを作る。 

      ②ピザを完成させるために必要なものを複数の選択肢の中から絵カードを選

び取る。 

      ③絵カードを教員に手渡し、サインや発声などで必要なものを要求する。 

工夫したこと、改善したこと 
 
・児童が知っていて発声できる食べ物を増やした。 

・絵カードに平仮名表記を加え、名詞の語尾以外に
も発声できる部分を増やせるようにした。 

・一文字ずつ区切って名詞を言えるように、要求時
に教員が口形摸倣や音声を伝え、発声を促した。 

・児童との距離を適度に取り、発声やサインで伝え
られたら具材を渡すようにした。 



小学部２年  授業者名   松田 七海 

単元名：国語 いろいろな言葉に親しもう/『てぶくろ』の劇をしよう 

国語 小学部 2 段階 【いろいろな言葉】【劇遊びをしよう】 

 

① グループの実態 

・太田ステージⅡ～Ⅲ－２（前期）６名 

・学習に意欲的な児童が多く、教員からの働きかけや期待に応えようとする様子が見られ

る。コミュニケーションについては、言葉でやり取りできる児童が３名、曖昧な発音で言

葉を発声することができる児童が１名、教員が促すことで発語が出てくる児童が２名であ

る。身近な名詞や動詞は理解している。教員を介して、友達とやり取りしたり、動きを真

似したりと、友達を意識しようとする場面が増えてきている集団である。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・離席や衝動的な行動を減らし、落ち着いて、活動に取り組む。（心理的な安定） 

・教員や友達との関わりの中で、正しいやり取りや適切な関わり方を身に付ける。 

（人間関係の形成・コミュニケーション） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ    ステップ２－① 

・教員や近くの友達を意識し、真似しながら活動できるようにする。 

・日常生活場面でよく使う言葉（名詞・動詞）や決まったやり取りを繰り返す    

ようにする。 

 

④ 授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適児童の「できた」という達成感が高まり、授業に集中して取り組むことができる

ようになった。（心理的な安定） 

・協働的役になりきって、「いれて」のジェスチャーができたり、「いれて」と言えたりで

き、自分から友達と関わろうとする場面が増えた。（人間関係の形成・コミュニケーショ

ン） 

「いろいろな言葉に親しもう」 

主なねらい：日常生活でよく使われる動詞を聞

いて、動きを再現する。  

活動の流れ：①イラストで示された動詞を選ぶ 

      ②選んだ動詞を聞いて、動きを再

現する。 

 

「 『てぶくろ』の劇をしよう」 

主なねらい：友達に自分から「いれて」と台詞

を伝える 

活動の流れ：①自分の役のお面をつけ、「てぶ

くろ」まで移動する。  

②「いれて」「いいよ」のやり取り

をする。 

 



小学部４年  授業者名   杉山 日菜子 

単元名：国語「ポケットぽん」 

算数・小学部 1 段階【動かしてみよう】 

国語・小学部 1 段階【返事をしてみよう】【はい、どうぞ】 

① グループの実態 

・太田ステージⅠ-３【４名】 

・教員の呼び掛けに手を上げたり、目を合わせたりすることがある。要求はクレーン。指差しを含めた簡

単な指示を理解できるが、繰り返しの活動が必要。 

②対象児の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・ 活動の流れに見通しをもたせる。また、他者の支援を受け入れながら情緒を安定させる。

（心理的な安定、人間関係の形成） 

・ 他者に意識が向くように、教員や物を介してやり取りをする。（人間関係の形成、コミュ

ニケーション） 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ 

・ 名前を呼ばれて応じる。 

・ 顔写真カードを見て、友達に渡す 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 他者に意識が向くように、教員や物を介してやり取りをする。 

・協働的 児童・教師・教材の３項関係から、児童同士の『協働的な学び』に発展させてい

く。 

「ポケットぽん」 

主なねらい： カードを見て、示された場

所に貼ることができる。 

活動の流れ：教員から手渡されたカード

を見て示された場所に貼

る。 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

 

 

・丸マットで立ち位置を示す。 

・教員が距離を調整し、食べ物カード

を食べる真似をする。 

 

「なまえよび」 

主なねらい： 自分から返事したりカードを渡

そうとしたりする。 

活動の流れ：①呼名に視線と返事で応じる。 

②顔写真を確認して,友達に渡

す。 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

 
・丸マットと指差しで立ち位置を示す。 

・教員も見本として前に立ち、一緒にカー

ドのやり取りをする。 

 



小学部４年  授業者名   吉田 万太郎 

単元名：国語「話を聞こう」 

国語 小学部2段階 【話をよく聞こう】 

① グループの実態 

・太田ステージⅢ－２（前期）８名 

・２～３語文程度でコミュニケーションをとることができる。離席することもあるが、基本

的には落ち着いて取り組む。平仮名や簡単な漢字を書字・読み可能。 

 

② 対象児童の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点） 

・答えを聞き、正しいものを選ぶ。（心理的な安定・コミュニケーション） 

・台詞カードを基に、他者と関わる場面を増やす。（人間関係の形成・コミュニケーション） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ 

・「「ンン を教えてください」と教員に伝える。 

・友達の作った単語を見て、正しいイラス を選択することができる。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適活動内容を理解して、正しい答えを導き出すことができた。（心理的な安定・コミ

ュニケーション） 

・協働的意図的に教員や友達と関わる場面を設定することで、他者を意識したやり取りをす

ることができた。（人間関係の形成・コミュニケーション） 

「ばらばら文字」 

主なねらい：分割された平仮名の文字を組み合

わせ、単語を作成することができ

る。 

活動の流れ：①平仮名の文字を組み合わせる。 

②正しいイラス を選択する。 

 

 

 

 

 

 

「これなあに」 

主なねらい：３つのンン を基に答えを導き出す

ことができる。 

活動の流れ：①「ンン を教えてください」と教

員に伝える。 

②伝えられたンン を選択する。 

③ンン が示すものを解答する。 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・2 人一緒に取り組み、待ち時間を短縮した。 

・選択肢の提示方法を明確にした。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・白抜き文字にした。 

・単語の下にイラス カードを貼り、やるこ

とを視覚的にわかりやすくした。 

 

 

 



中学部１年 ７グループ 授業者名   野崎 裕紀子 

単元名：国語「考えよう、伝えよう」 

国語 中学部２段階【言葉を広げよう】【思いや考えを伝えよう】【役割を決めて話し合おう】 

① グループの実態 

・太田ステージⅢ－2 前期（１名）、後期（３名）、Ⅳ‐１（２名）、Ⅳ‐２（１名）【７名】 

・平仮名、片仮名の読み書きはほぼでき、落ち着いて授業に取り組める。年度当初は新しい

活動に対して戸惑いがあり、自信の無さや経験の少なさが見受けられた。 

② 対象生徒の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・自分の気持ちや意見を考え、表現したり伝えたりすることができる。（心理的な安定） 

・前向きに活動に取り組むことができる。（人間関係の形成） 

・双方向のコミュニケーションを行うための基礎的能力を身に付ける。（コミュニケーション） 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ２‐②～③ 

・発表する、聞く ・全員で何かを達成する 

・自分の感想や考えを伝える ・課題解決のための自発的なやり取り 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 何を考えればよいのかを確認することで、自信をもって意見を言えるようにな

った。自分達で活動内容を考えることで、自分事として捉えて前向きに活動に取り組めた。 

・協働的 「アドジャン」で意見の伝え方を学んだ後、２～３人のグループで話し合うこと

で、話し合いの基礎を学ぶことができた。学習したことを周りの人に伝えるために動画にま

とめることで、共通の目標に向かって協力して活動することができた。 

「アドジャン」 

主なねらい：自分の意見をも

ち 

理由と共に友達に伝える。 

活動の流れ：テーマに沿って

自分の意見と考えた理由を伝

え、友達の意見を聞く。 

  

 

 

 

 

 

 

  

工夫したこと、改善したこと 

・自分の考えをもちやすいテー

マを設定した。・意見を受け入

れられる雰囲気作りをした。 

「ふわふわ言葉の良さを伝えよう」 

主なねらい：ふわふわ言葉の良さ

をまとめ、友達や先生に伝える。 

活動の流れ：何をどのように伝える

か、内容や手段を話し合い、友達と

協力してまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・活動内容を生徒同士で話し合

い、自分事として捉えて、意欲的

に活動取り組めるようにした。 

「ふわふわ言葉・ちくちく言葉」 

主なねらい：お互いに気持ちよく 

過ごせる言葉の表現を考える。 

活動の流れ：登場人物の気持ちを 

考えて、ワークシートに自分の意 

見を書き込み、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・生徒がイメージをもてるよう

な場面設定を行い、より具体的

に考えられるようにした。 



中学部２年 国語４グループ 授業者名   今井 拓海 

単元名：国語「文章を聞いて、話を読み取ろう」 

国語・小学部３段階 伝え合う【人に聞いてみよう話してみよう】 

（聞き取る）（発表する） 

① グループの実態 

・太田ステージ(アセスメント) Ⅲ－１前期１名 Ⅲ―２前期６名   計７名 

・平仮名の読み書きができる生徒は 2 名である。多くの生徒は、簡単な文を見たり読んだり

して内容を理解することはできるが、文を聞いて理解したり、自分で文を構成したりする力

はまだ十分に身に付いていない。 

・場面や状況、自分の伝えたいことを整理することや、他者への適切な伝え方について課題

を抱えている生徒もいる。 

② 対象児の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・自分から関わろうとする。（人間関係の形成） 

・自分の思いや考えを他者に伝える。（コミュニケーション) 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ 

・前に出て発表する場面をつくる。 

・文章に合うイラストを用意し、イラストをつなげて文章の内容を読み取れるようにする。 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 移動教室の体験から、自分が楽しかったことを選択肢から選ぶ生徒もいたが、文

章を確認しながら取り組むことで、正しい答えを選ぶことができた。 

・協働的 一文ずつ順番に読むことで、みんなで協力して読むことができた。 

「プリント学習」 

主なねらい：文章を読み取り、内容をもとに

質問に答える。 

活動の流れ：学んだことを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「文章を読もう」 

主なねらい：話の登場人物、出来事、場所な

どを理解することができる。 

活動の流れ：前にでて、音読をすることで 

      理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  工夫したこと、改善したこと 

・内容をイメージしやすいように、イラ

スト等の視覚的手がかりを提示する。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・達成できたことを積極的に賞賛し、自信

をもてるようにする。 

 



高等部１年 ５グループ 授業者名   張替 伯仁 

単元名：国語「俳句」 

国語 高等部１段階 読む【幅広く読み物を読もう】 

① グループの実態 

・太田ステージⅢ―２～Ⅳ―１ 

・言葉での簡単な応答ができる。 

・発語では活舌に課題があり聞き取りにくい。 

・マイペース傾向が強く課題を自己判断で行ってしまい適切な回答から反れることがある。 

② 対象生徒の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・他者の助言を受け入れながら、適切に活動情緒を安定させて人と関わることができる。（心

理的な安定） 

・状況や相手に応じて、適切な言葉と表現でコミュニケーションすることができる。（コミュ

ニケーション、人間関係の形成） 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ 

・課題にちなんだ映像や音を加えて、感想を膨らますことができるようにする。 

④ 授業の様子 

⑤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 読みが苦手な生徒も、17 文字のため、繰り返して練習を行うことができた。 

・協働的 視覚と聴覚に投げかけたことで、生徒に興味を持たせ、生徒の言語を引き出した。 

・協働的 池のイメージを、写真をもとに膨らませ、話し合った。 

 

「俳句」 

主なねらい：俳句を音読して感想を話し合う。 

活動の流れ：五七五を意識して読む、句に込められた情景や状況を、音声を通してイメー

ジする。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

 ・必要に応じて、リズム感や語感を意識した読み方を師範した。 

・ICT 教材を用い、視覚や聴覚からイメージを引き出せるようにした。 

 



高等部２年 グループ 授業者名   市村 吾希子 

単元名：国語「現代詩を書こう」 

国語  

高等部２段階【言葉を豊かに】 

① グループの実態 

・太田ステージⅣ―１ ２名、Ⅳ―２ ４名、Ⅴ ２名 

・漢字の読み書きは小学校中学年程度。読解力は小学校低学年程度。態度は問題ないが、主

体的とは言い切れない。静かな雰囲気。 

 

② 対象児の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・自分の考えをまとめたり、表出したりすることができる。（人間関係の形成） 

・相談するなど、双方向のコミュニケーションを行うための基礎的能力を身に付ける。（コミ

ュニケーション） 

 

③「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ②－２～③ 

・小グループで（２～３人）題材になるものを探す。 

・自分で調べたものを発表する。友達の発表を聞く。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 少人数で活動することで普段発言の少ない生徒が発言できた。 

・協働的 個だけで調べ物をしていたところから、友達と共同で調べられるようにした。互い

の意見を出して詩を作っていき、話し合う中でイメージの共有もできていた。 

「詩のテーマをグループ毎に決める」 

主なねらい：言葉を連想して豊かにする。 

活動の流れ：題材になるものを探す。調べたものを発表する。友達の発表を聞く。 

 

 

 ・工夫したこと、改善したこと 

個だけで調べ物をしていたところから、友達と共同して調べられるようにした。 

 



中学部１年  授業者名   川原 奈保 

単元名：職業「ありがとうを伝えよう」ヨックモック授業オリエンテーション 

職業 中学部１段階 職業生活（働くことの意義） 

① 生徒の実態 

・太田ステージⅢ－２（前期） 

・1 対 1 でなくても全体指示に応じて、「仲間の行動を見ながら」動くことができる。 

・話を聞かずに自分で判断して行動してしまうことがある。 

・周りが気になり、勝手に友達を手伝おうとすることがある。 

 

② 対象生徒の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・苦手な活動では消極的になることがある。（心理的な安定） 

・運動技能は高いが疲れやすい。（身体の動き） 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ３ 

・友達や教員に自分から関わろうとする。 

・友達の発表を聞く、見る。 

・お互いに身だしなみを確認し合う。チェックシートを活用する。 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 自分の身だしなみが正しいかどうか確認する。 

・協働的  友達の身だしなみについてチェックシートを活用して確認する。 

・個別最適 自分が「ありがとう。」の気持ちを伝える際のふるまい方を知る。 

・協働的  友達が作成した箱のデザインを見たり、全体の前で渡し方を発表したりする。 

「ありがとう」を伝えたい相手を決めよう！ 

主なねらい：授業の中で、感謝の気持ちを伝え

たい人を考える。 

活動の流れ：①身だしなみの確認。 

      ②感謝の気持ちを伝えたい相手を

考える。 

      ③感謝の気持ちを伝えるプレゼン 

トの箱のデザインを考える。 

 

 

「相手に伝わるふるまい方について考える」 

主なねらい：感謝を伝えたい人への贈り物の渡

し方を知る。 

活動の流れ：①「ありがとう。」の気持ちを伝

える方法の動画を見る。 

      ②渡し方の手順を聞き、手本を見

る。 

      ③ふるまい方に気を付けて渡す練

習をする。 

 
工夫したこと、改善したこと 

・身だしなみ確認でチェックシートを活用し

た。 

 

工夫したこと、改善したこと 

・手渡している様子の良い点を確認してか

ら、実践した。 

・友達同士で渡し方を見合った。 

 



高等部２年 総合類型 授業者名   島田 剛 

単元名：職業「実習激励会にむけて」「実習激励会のふりかえり」 

職業 高等部 1 段階 実習の事前学習  

① グループの実態 

・太田ステージⅣ－１～Ⅳ－２ 16 名 

・卒業後の進路先として、企業就労を目指す生徒が多い。 

・小学校中学年から高学年くらいの基礎学力があるが、経験不足などから十分に力が生かせ

ていない。 

 

② 対象生徒の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・言語の受容と表出。受け取る一方で、自分から発信することが少ない。そのため、悩み等

をため込むことが多い。（コミュニケーション） 

・スポーツは得意だが、柔軟性に欠ける。特に肩甲骨周りが硬い。 

（健康の保持、身体の動き） 

・過去の自分の職場体験を振り返り、自分の課題や目標を考えた。 

・自分の課題や目標から、実習激励会で先輩に聞く、質問を考えた。 

 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ３ 

・友達の意見を聞き、共有して、先輩への質問を考えた。 

・実習激励会で実際に先輩に質問した。 

・先輩の回答を後日振り返り、自分の感想を発表した。 

・友達の感想を聞きあい、共有した。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

「実習激励会の振り返り」 

主なねらい：自分が感じたことを言葉で表現

する。 

活動の流れ：①先輩の回答を思い出す。 

②ホワイトボードに書き出し、みんなで共有

する。 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・友達の感想もホワイトボードに書いて、お

互いに参考にできるようにした。 

「先輩への質問を考えよう」 

主なねらい：1 年生の自分の体験を振り返

る。 

活動の流れ：体験の中から、先輩に質問した

いことを考える。 

 

 

 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

・ワークシートを用意して項目ごとに体験を

振り返りやすくした。 

 



・個別最適 先輩への質問、という形で、自分の課題や不安に感じていることなどを言葉で表

現することができた。 

・協働的 先輩に質問し、回答を得ることができた。 

・個別最適 回答を得ることで、自分の課題の解決策を見つけることができた。 

     見つけることができた喜びを自分の言葉で表現することができた。 

・協働的 自分の課題の解決策がわかった喜びを友達と共有することができた。 



高等部３年 総合類型 授業者名   飯村 節 

単元名：職業「実習激励会にむけて」「実習の振り返り」 

職業 高等部 1 段階 産業現場等における実習の事前、事後学習  

① グループの実態 

・太田ステージⅣ－１～Ⅳ－２ 16 名 

・卒業後の進路先として、企業就労を目指す生徒が多い。 

・小学校中学年から高学年程度の基礎学力があるが、経験不足などから十分に力が生かせて

いない。 

② 対象生徒の自立活動の基礎課題（個別最適な学びの観点）  

・1 年生の時は、行事の後などに疲れて欠席することが度々あった。（健康の保持） 

・状況に応じたコミュニケーションが難しい。一つの言葉から全体をイメージすることが難

しい。（コミュニケーション） 

・自分の課題に自覚がない。（環境の把握、コミュニケーション） 

③ 「伝え合い学び合う」しかけ（協働的な学びの観点）・ステップ３ 

・お互いに目標の発表練習を聞き、気付いた点をメモした。 

・メモしたことを、お互いに発表しあうことで、お互いに改善しあった。 

・実習激励会で、後輩に向けて発表した。 

 

④授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 取り組んだ個別最適な学びと協働的な学び 

・個別最適 自分が置かれている立場を理解する。（3 年生の実習の目的を具体的に知る） 

・協働的 激励会の発表練習では友達の良い点に気付いて、メモに取る。 

・個別最適 メモの取り方に課題があることに気が付いた。 

     自分の作業スピードが遅いことに気付くことができた。 

・協働的 これから課題解決のために取り組むことを教員と一緒に考えることができた。 

「目標を考えよう」 

主なねらい：自分の課題を意識し、3 年生の

実習の目標を考える。 

活動の流れ：①2 年生の実習を振り返る。 

      ②目標を考える。 

      ③お互いに発表しあいメモする 

 

 

工夫したこと、改善したこと 

 

「現場実習の振り返り」 

主なねらい：自分の課題に気付く。 

活動の流れ：①教員と実習の反省会を振り返

る。 

      ②自分の課題を整理する。 

      ③これから取り組むことを本人が

聞考える。 

工夫したこと、改善したこと 

 

・日常生活や作業学習、教科学習など様々な場

面で共通して課題に取り組むことにした。 

 

・実習の振り返り面談の内容を具体的に本人

と思い出し、自覚を促した。 

・自覚した上で、これから取り組む課題を本

人と一緒に考えた。 

 


